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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）において実施される方法であって、
　ページング無線ネットワーク一時識別子（Ｐ－ＲＮＴＩ）でスクランブルされたダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）を受信するステップであって、前記ＤＣＩは、システム情報更
新インジケータ、単一ビット地震津波警報システム（ＥＴＷＳ）インジケータ、単一ビッ
トコマーシャルモバイルアラートサービス（ＣＭＡＳ）インジケータ、および、単一ビッ
ト拡張アクセス規制（ＥＡＢ）インジケータのうちの少なくとも１つを含み、前記ＤＣＩ
は、ダウンリンク（ＤＬ）グラント情報を含まない、ステップと、
　前記システム情報更新インジケータ、前記単一ビットＥＴＷＳインジケータ、前記単一
ビットＣＭＡＳインジケータ、および、前記単一ビットＥＡＢインジケータの中の１つま
たは複数のインジケータが、前記１つまたは複数のインジケータに関連付けられた１つま
たは複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）が変わったことまたは変わることになること
を示すことを条件として、前記１つまたは複数のＳＩＢのうちの少なくとも１つを獲得ま
たは再獲得するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記システム情報更新インジケータは、前記システム情報更新インジケータに関連付け
られた１つまたは複数のＳＩＢが変わったことまたは変わることになることを示すための
、ＴＲＵＥという値を有する単一ビットであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記単一ビットＥＴＷＳインジケータは、前記ＥＴＷＳに関連付けられた１つまたは複
数のＳＩＢが変わったことまたは変わることになることを示すための、ＴＲＵＥという値
を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記単一ビットＣＭＡＳインジケータは、前記ＣＭＡＳに関連付けられた１つまたは複
数のＳＩＢが変わったことまたは変わることになることを示すための、ＴＲＵＥという値
を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記単一ビットＥＡＢインジケータは、前記ＥＡＢに関連付けられた１つまたは複数の
ＳＩＢが変わったことまたは変わることになることを示すための、ＴＲＵＥという値を有
することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のＳＩＢは、ＳＩＢ１、ＳＩＢ１０、ＳＩＢ１１、ＳＩＢ１２、ま
たは、ＳＩＢ１４のうちの１つまたは複数を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　ページング無線ネットワーク一時識別子（Ｐ－ＲＮＴＩ）でスクランブルされたダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）を受信するように構成された受信ユニットであって、前記ＤＣ
Ｉは、システム情報更新インジケータ、単一ビット地震津波警報システム（ＥＴＷＳ）イ
ンジケータ、単一ビットコマーシャルモバイルアラートサービス（ＣＭＡＳ）インジケー
タ、および、単一ビット拡張アクセス規制（ＥＡＢ）インジケータのうちの少なくとも１
つを含み、前記ＤＣＩは、ダウンリンク（ＤＬ）グラント情報を含まない、受信ユニット
と、
　前記システム情報更新インジケータ、前記単一ビットＥＴＷＳインジケータ、前記単一
ビットＣＭＡＳインジケータ、および、前記単一ビットＥＡＢインジケータの中の１つま
たは複数のインジケータが、前記１つまたは複数のインジケータに関連付けられた１つま
たは複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）が変わったことまたは変わることになること
を示すことを条件として、前記１つまたは複数のＳＩＢのうちの少なくとも１つを獲得ま
たは再獲得するように構成されたプロセッサと
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記システム情報更新インジケータは、前記システム情報更新インジケータに関連付け
られた１つまたは複数のＳＩＢが変わったことまたは変わることになることを示すための
、ＴＲＵＥという値を有する単一ビットであることを特徴とする請求項７に記載のＷＴＲ
Ｕ。
【請求項９】
　前記単一ビットＥＴＷＳインジケータは、前記ＥＴＷＳに関連付けられた１つまたは複
数のＳＩＢが変わったことまたは変わることになることを示すための、ＴＲＵＥという値
を有することを特徴とする請求項７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記単一ビットＣＭＡＳインジケータは、前記ＣＭＡＳに関連付けられた１つまたは複
数のＳＩＢが変わったことまたは変わることになることを示すための、ＴＲＵＥという値
を有することを特徴とする請求項７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記単一ビットＥＡＢインジケータは、前記ＥＡＢに関連付けられた１つまたは複数の
ＳＩＢが変わったことまたは変わることになることを示すための、ＴＲＵＥという値を有
することを特徴とする請求項７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
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　前記１つまたは複数のＳＩＢは、ＳＩＢ１、ＳＩＢ１０、ＳＩＢ１１、ＳＩＢ１２、ま
たは、ＳＩＢ１４のうちの１つまたは複数を含むことを特徴とする請求項７に記載のＷＴ
ＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、内容が参照により本明細書に組み込まれている２０１４年３月１９日に出願
された米国仮特許出願第６１／９５５，６４５号の利益を主張するものである。
【０００３】
　第３世代パートナーシップ（３ＧＰＰ）ロングタームエボリューションアドバンスト（
Long Term Evolution Advanced）（ＬＴＥ－Ａ）において、カバレッジの限定された区域
に位置付けられうるワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）をサポートするカバレッ
ジ拡張技法が研究されてきた。そのようなＷＴＲＵは、カバレッジの限定された区域に位
置付けられている場合、遅延耐性を有し、縮小された能力を有すること、または限定され
たサービスで動作することが可能である。そのようなＷＴＲＵの例が、例えば、非常に高
い侵入損失が予期される家屋の地下室の中に位置付けられうる、スマートメータまたはセ
ンサなどの、低コストまたは低複雑度のマシンタイプ通信（ＬＣ－ＭＴＣ）ＷＴＲＵであ
る。
【発明の概要】
【０００４】
　方法および装置が説明される。方法が、装置がカバレッジ拡張（ＣＥ（coverage enhan
cement））モードにあるか、非ＣＥモードにあるかを決定することを含む。方法は、ＷＴ
ＲＵがＣＥモードにあると決定されたという条件付きで、ＣＥシステム情報ブロック（Ｃ
Ｅ－ＳＩＢ）を、ＣＥ－ＳＩＢに関する知られているロケーションまたは少なくとも１つ
の知られているパラメータのうちの少なくとも１つに基づいて、物理ダウンリンク共有チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）上で受信することをさらに含む。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　添付の図面に関連して例として与えられる、以下の説明からより詳細な理解が得られる
ことが可能である。
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実施されることが可能である例示的な
通信システムを示すシステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で使用されることが可能である例示的なワイ
ヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）を示すシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で使用されることが可能である例示的な無線
アクセスネットワークおよび例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図２】システム情報（ＳＩ）更新のための変更期間の例を示す図である。
【図３】非ＣＥモードおよびカバレッジ拡張（ＣＥ）モードにおいてシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）を獲得するＷＴＲＵを含むシステムの例を示す図である。
【図４】非ＣＥモードまたはＣＥモードにおいて使用するように構成されたＷＴＲＵに関
するＳＩＢ獲得の例示的な方法を示す流れ図である。
【図５】非ＣＥモードまたはＣＥモードにおいて使用するように構成されたＷＴＲＵに関
するＳＩＢ獲得の別の例示的な方法を示す流れ図である。
【図６】時間または時間期間により意味を変更することが可能ないくつかのビットを含む
例示的な伝送を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【０００６】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実施されることが可能である例示的
な通信システム１００を示す。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザまたはＭ
ＴＣデバイスに音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブロードキャストなどのコンテ
ンツを提供する多元接続システムであることが可能である。通信システム１００は、複数
のワイヤレスユーザが、ワイヤレス帯域幅を含め、システムリソースを共有することを介
してそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にすることが可能である。例えば、
通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、
周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤ
ＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの１つまたは複数のチャネルアクセス方法を使用することが
可能である。
【０００７】
　図１Ａに示されるとおり、通信システム１００は、ワイヤレス送信／受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄと、無線アクセスネッ
トワーク（ＲＡＮ）１０４と、コアネットワーク１０６と、公衆交換電話ネットワーク（
ＰＳＴＮ）１０８と、インターネット１１０と、他のネットワーク１１２とを含むことが
可能であり、ただし、開示される実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワー
ク、および／またはネットワーク要素を企図することが認識されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、ワイヤレス環境において動作するように
および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであることが可能であ
る。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレス信号を
送信するようにおよび／または受信するように構成されることが可能であり、ユーザ機器
（ＵＥ）、移動局、固定加入者ユニットまたは移動加入者ユニット、ポケットベル、セル
ラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パ
ーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、家庭用電子機器、ＭＴＣデバイスなどを含む
ことが可能である。
【０００８】
　また、通信システム１００は、基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂを含むこ
とも可能である。基地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少なくとも１つとワイヤレスで対話して、コアネットワー
ク１０６、インターネット１１０、および／または、他のネットワーク１１２などの１つ
または複数の通信ネットワークに対するアクセスを容易にするように構成された任意のタ
イプのデバイスであることが可能である。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、基地
局トランシーバ（ＢＴＳ）、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ（Ｈ
ＮＢ）、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、
ワイヤレスルータなどであることが可能である。基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ、
単一の要素として示されるが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の数の互いに接続され
た基地局および／またはネットワーク要素を含むことが可能であることが認識されよう。
【０００９】
　基地局１１４ａは、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（
ＲＮＣ）、中継ノードなどの他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）を
含むことも可能なＲＡＮ１０４の一部であることが可能である。基地局１１４ａおよび／
または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれることが可能な特定の地理的領域内
でワイヤレス信号を送信するようにおよび／または受信するように構成されることが可能
である。セルは、セクタ、例えば、セルセクタにさらに分割されることが可能である。例
えば、基地局１１４ａに関連付けられたセルは、３つのセクタに分割されることが可能で
ある。このため、一実施形態において、基地局１１４ａは、３つのトランシーバ、例えば
、セルのセクタごとに１つを含むことが可能である。別の実施形態において、基地局１１
４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を使用することが可能であり、したがって、セル
のセクタごとに複数のトランシーバを利用することが可能である。
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【００１０】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切なワイヤレス通信リンク（例えば、無線周波
数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）であることが
可能な無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１
０２ｄのうちの１つまたは複数と通信することが可能である。無線インターフェース１１
６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立されることが可能である
。
【００１１】
　より詳細には、前述したとおり、通信システム１００は、多元接続システムであること
が可能であり、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの１つ
または複数のチャネルアクセススキームを使用することが可能である。例えば、ＲＡＮ１
０４における基地局１１４ａ、および、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃが、広帯
域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ：登録商標）を使用して無線インターフェース１１６を確立する
ことが可能なユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（universal mobi
le telecommunications system）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施す
ることが可能である。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または
発展型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むことが可能である。ＨＳＰＡ
は、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンク
パケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことが可能である。
【００１２】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
が、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴ
Ｅ－Ａ）を使用して無線インターフェース１１６を確立することが可能な発展型ＵＴＲＡ
（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することが可能である。
【００１３】
　他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
が、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ワールドワイドインターオペラビリティフォーマ
イクロウェイブアクセス（worldwide interoperability for microwave access））、Ｃ
ＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００エボリューションデータオ
プティマイズド（evolution-data optimized）（ＥＶ－ＤＯ）、暫定標準２０００（ＩＳ
－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（ＩＳ－８５６）、グロー
バルシステムフォーモバイルコミュニケーションズ（global system for mobile communi
cations）、エンハンストデータレートフォーＧＳＭエボリューション（enhanced data r
ates for GSM evolution）（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ　ＲＡＮ（ＧＥＲＡＮ）など
の無線技術を実施することが可能である。
【００１４】
　図１Ａにおける基地局１１４ｂは、例えば、ワイヤレスルータ、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、ま
たはＡＰであることが可能であり、事業の場所、自宅、車両、キャンパスなどの局所化さ
れた区域におけるワイヤレス接続を容易にするために任意の適切なＲＡＴを利用すること
が可能である。一実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄ
が、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施して、ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）を確立することが可能である。別の実施形態において、基地局１１４
ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄが、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施し
て、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することが可能である
。さらに別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄが、
セルラーベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ（登録商標）
、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立することが
可能である。図１Ａに示されるとおり、基地局１１４ｂは、インターネット１１０に対す
る直接の接続を有することが可能である。このため、基地局１１４ｂは、コアネットワー
ク１０６を介してインターネット１１０にアクセスすることを要求されないことが可能で
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ある。
【００１５】
　ＲＡＮ１０４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまた
は複数に音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバインターネット
プロトコル（voice over internet protocol）（ＶｏＩＰ）サービスを提供するように構
成された任意のタイプのネットワークであることが可能なコアネットワーク１０６と通信
状態にあることが可能である。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、料金請求サ
ービス、モバイルロケーションベースのサービス、プリペイド通話、インターネット接続
、ビデオ配信などを提供すること、および／またはユーザ認証などの高レベルセキュリテ
ィ機能を実行することが可能である。図１Ａにおいて示されないものの、ＲＡＮ１０４お
よび／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同一のＲＡＴ、または異なるＲ
ＡＴを使用する他のＲＡＮと直接または間接の通信状態にあることが可能であることが認
識されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用していることが可能な、ＲＡＮ１０４
に接続されていることに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を使用する
別のＲＡＮ（図示せず）と通信状態にあることも可能である。
【００１６】
　また、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ
がＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にア
クセスするゲートウェイの役割をすることも可能である。ＰＳＴＮ１０８は、普通の従来
の電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話ネットワークを含むことが可能であ
る。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰスイートにおける伝送制御プロトコル（ＴＣ
Ｐ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネットプロトコル（Ｉ
Ｐ）などの共通の通信プロトコルを使用する互いに接続されたコンピュータネットワーク
およびデバイスの地球規模のシステムを含むことが可能である。ネットワーク１１２は、
他のサービスプロバイダによって所有されおよび／または運用される有線通信ネットワー
クまたはワイヤレス通信ネットワークを含むことが可能である。例えば、ネットワーク１
１２は、ＲＡＮ１０４と同一のＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用することが可能な１つ
または複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含むことが可能である。
【００１７】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうち
のいくつか、またはすべては、マルチモード能力を含むことが可能であり、すなわち、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクを介して異
なるワイヤレスネットワークと通信するための複数のトランシーバを含むことが可能であ
る。例えば、図１Ａに示されるＷＴＲＵ１０２ｃが、セルラーベースの無線技術を使用す
ることが可能な基地局１１４ａ、およびＩＥＥＥ８０２無線技術を使用することが可能な
基地局１１４ｂと通信するように構成されることが可能である。
【００１８】
　図１Ｂは、図１Ａに示される通信システム１００内で使用されることが可能である例示
的なＷＴＲＵ１０２を示す。図１Ｂに示されるとおり、ＷＴＲＵ１０２は、プロセッサ１
１８と、トランシーバ１２０と、送信／受信要素（例えば、アンテナ）１２２と、スピー
カ／マイクロフォン１２４と、キーパッド１２６と、ディスプレイ／タッチパッド１２８
と、非リムーバブルメモリ１３０と、リムーバブルメモリ１３２と、電源１３４と、全地
球測位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６と、周辺装置１３８とを含むことが可能で
ある。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と合致したままでありながら、前述の要素の任意の部
分的組合せを含むことが可能であることが認識されよう。
【００１９】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
シグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、マイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１つまたは
複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、集積回路（
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ＩＣ）、状態マシンなどであることが可能である。プロセッサ１１８は、信号符号化、デ
ータ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２がワイヤレス環境にお
いて動作することを可能にする他の任意の機能を実行することが可能である。プロセッサ
１１８は、送信／受信要素１２２に結合されることが可能なトランシーバ１２０に結合さ
れることが可能である。図１Ｂは、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０を別々の構成
要素として示すが、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０は、電子パッケージまたはチ
ップに一緒に組み込まれることが可能である。
【００２０】
　送信／受信要素１２２は、無線インターフェース１１６を介して基地局（例えば、基地
局１１４ａ）に信号を送信するように、または基地局（例えば、基地局１１４ａ）から信
号を受信するように構成されることが可能である。例えば、一実施形態において、送信／
受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信するようにおよび／または受信するように構成された
アンテナであることが可能である。別の実施形態において、送信／受信要素１２２は、例
えば、ＩＲ信号、ＵＶ信号、または可視光信号を送信するようにおよび／または受信する
ように構成されたエミッタ／検出器であることが可能である。さらに別の実施形態におい
て、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方を送信するようにおよび受信する
ように構成されることが可能である。送信／受信要素１２２は、ワイヤレス信号の任意の
組合せを送信するようにおよび／または受信するように構成されることが可能である。
【００２１】
　さらに、送信／受信要素１２２は、単一の要素として図１Ｂに示されるものの、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含むことが可能である。より詳細には、
ＷＴＲＵ１０２は、ＭＩＭＯ技術を使用することが可能である。このため、一実施形態に
おいて、ＷＴＲＵ１０２は、無線インターフェース１１６を介してワイヤレス信号を送信
するためおよび受信するために２つ以上の送信／受信要素１２２（例えば、複数のアンテ
ナ）を含むことが可能である。
【００２２】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調する
ように、および、送信／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成さ
れることが可能である。前述したとおり、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有する
ことが可能である。このため、トランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴ
ＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲＡＴを介して通信することを可能にする
ための複数のトランシーバを含むことが可能である。
【００２３】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユ
ニット）に結合されることが可能であり、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユ
ニット）からユーザ入力データを受信することが可能である。また、プロセッサ１１８は
、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／またはディスプレイ／
タッチパッド１２８にユーザデータを出力することも可能である。さらに、プロセッサ１
１８は、非リムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２などの任
意のタイプの適切なメモリからの情報にアクセスすることが可能であり、そのような任意
のタイプの適切なメモリにデータを記憶することが可能である。非リムーバブルメモリ１
３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディ
スク、または、他の任意のタイプのメモリストレージデバイスを含むことが可能である。
リムーバブルメモリ１３２は、加入者ＩＤモジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティッ
ク、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含むことが可能である。他の実施形態
において、プロセッサ１１８は、サーバ上または自宅コンピュータ（図示せず）上などの
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、ＷＴＲＵ１０２上に物理的に位置付けられていないメモリからの情報にアクセスするこ
と、および、そのようなメモリにデータを記憶することが可能である。
【００２４】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受けることが可能であり、ＷＴＲＵ１０２
におけるその他の構成要素に対して電力を配るようにおよび／または制御するように構成
されることが可能である。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するための任意の
適切なデバイスであることが可能である。例えば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電
池（例えば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル金
属水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池など
を含むことが可能である。
【００２５】
　また、プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２の現在地に関する位置情報（例えば、経度
と緯度）を提供するように構成されることが可能なＧＰＳチップセット１３６に結合され
ることも可能である。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、または、そのよう
な情報の代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）か
ら無線インターフェース１１６を介して位置情報を受信すること、および／または、近く
の２つ以上の基地局から受信されている信号のタイミングに基づいて、それの位置を決定
することも可能である。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と合致したままでありながら、任意
の適切な位置決定方法を用いて位置情報を獲得することが可能である。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、さらなる特徴、機能、および／または、有線接続またはワイヤレ
ス接続を提供する１または複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモ
ジュールを含むことが可能な他の周辺装置１３８にさらに結合されることが可能である。
例えば、周辺装置１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメ
ラ（写真またはビデオのための）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デ
バイス、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）モジュール、周波数変調された（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メデ
ィアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザなどを含むこ
とが可能である。
【００２７】
　図１Ｃは、図１Ａに示される通信システム１００内で使用されることが可能な例示的な
ＲＡＮ１０４および例示的なコアネットワーク１０６を示す。前述したとおり、ＲＡＮ１
０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用して、無線インターフェース１１６を介してＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することが可能である。また、ＲＡＮ１０４は、
コアネットワーク１０６と通信状態にあることも可能である。
【００２８】
　ＲＡＮ１０４は、ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことが可能であり、ただ
し、ＲＡＮ１０４は、実施形態と合致したままでありながら、任意の数のｅＮＢを含むこ
とが可能であることが認識されよう。ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、
無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する
ための１つまたは複数のトランシーバを含むことが可能である。一実施形態において、ｅ
ＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することが可能である。この
ため、例えば、ｅＮＢ１４０ａが、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａにワイ
ヤレス信号を送信すること、および、ＷＴＲＵ１０２ａからワイヤレス信号を受信するこ
とが可能である。
【００２９】
　ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）に関連付
けられることが可能であり、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、アップリンクお
よび／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを扱うように構成され
ることが可能である。図１Ｃに示されるとおり、ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは
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、Ｘ２インターフェースを介して互いに通信することが可能である。
【００３０】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）
１４２と、サービングゲートウェイ１４４と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲ
ートウェイ１４６とを含むことが可能である。前述の要素のそれぞれは、コアネットワー
ク１０６の一部として示されるものの、これらの要素のうちのいずれの１つも、コアネッ
トワークオペレータ以外のエンティティによって所有されおよび／または運用されること
が可能であることが認識されよう。
【００３１】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４におけるｅＮＢ１４０ａ
、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続されることが可能であり、制御ノードの役割をす
ることが可能である。例えば、ＭＭＥ１４２が、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
のユーザを認証すること、ベアラ活性化／不活性化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃの初期アタッチ中に特定のサービングゲートウェイを選択することなどを担うことが
可能である。また、ＭＭＥ１４２は、ＲＡＮ１０４とＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の
無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示せず）との間で切り換えるための制御プレーン機能
を提供することも可能である。
【００３２】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４におけ
るｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続されることが可能である。サー
ビングゲートウェイ１４４は、一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへ／から
ユーザデータパケットをルーティングすること、および、転送することが可能である。ま
た、サービングゲートウェイ１４４は、ｅＮＢ間ハンドオーバ中にユーザプレーンをアン
カリングすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにダウンリンクデータが利用
可能である場合にページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
などのコンテキストを管理することおよび記憶することなどの他の機能を実行することも
可能である。
【００３３】
　また、サービングゲートウェイ１４４は、インターネット１１０などのパケット交換ネ
ットワークに対するアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応のデバイスとの間の通信を容易にすること
が可能なＰＤＮゲートウェイ１４６に接続されることも可能である。
【００３４】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることが可能である
。例えば、コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークに対
するアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にすることが可能であ
る。例えば、コアネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８との
間のインターフェースの役割をするＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメディアサブ
システム（ＩＭＳ）サーバ）を含むことが可能である、または、そのようなＩＰゲートウ
ェイと通信することが可能である。さらに、コアネットワーク１０６は、他のサービスプ
ロバイダによって所有されおよび／または運用される他の有線ネットワークまたはワイヤ
レスネットワークを含むことが可能なネットワーク１１２に対するアクセスをＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することが可能である。
【００３５】
　ＬＴＥ－Ａシステムまたは他のシステムにおいて、マシンタイプの通信（ＭＴＣ）ＷＴ
ＲＵまたは低コスト（ＬＣ）－ＭＴＣ　ＷＴＲＵであること、または、マシンタイプの通
信（ＭＴＣ）ＷＴＲＵまたは低コスト（ＬＣ）－ＭＴＣ　ＷＴＲＵを含むことが可能なＷ
ＴＲＵは、アップリンクに関して、ダウンリンクに関して、または、アップリンクとダウ
ンリンクの両方に関してカバレッジ拡張（ＣＥ）モードで動作することが可能である。Ｃ
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Ｅモードにおいて、カバレッジ拡張の量（例えば、２０ｄＢ）までが、緩和された遅延要
件および／またはスループット要件などの、１つまたは複数の緩和された要件でアップリ
ンクに関して、ダウンリンクに関して、または、アップリンクとダウンリンクの両方に関
してサポートされることが可能である。
【００３６】
　ＣＥモードまたは非ＣＥ（例えば、レガシーまたは通常）モードにおけるＷＴＲＵは、
システム情報（ＳＩ）を獲得することが可能である、または、獲得する必要がある可能性
がある。ＳＩは、ＷＴＲＵが、セルにアクセスするためにまたはセル再選択を実行するた
めに必要とする可能性がある情報であることが可能である。ＳＩは、周波数内測定、周波
数間測定、または、無線アクセス技術間（ＲＡＴ間）測定、セル選択またはセル再選択の
うちの少なくとも１つと関係する情報であることが可能である。そのようなシステム情報
は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）によって搬送されることが可能である。ＳＩＢによ
って搬送される情報のうちのいくつかは、無線リソース制御（ＲＲＣ）アイドルモード（
例えば、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモード）におけるＷＴＲＵに適用可能であることが可能である
。他のシステム情報は、ＲＲＣ接続モード（例えば、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤモード
）におけるＷＴＲＵに適用可能であることが可能である、または、適用可能であることも
可能である。
【００３７】
　各ＳＩＢは、機能関連のパラメータのセットを含むことが可能である。ＳＩＢは、例え
ば、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、システム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）、シス
テム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）、または、システム情報ブロックタイプ３～８（
ＳＩＢ３～８）を含むことが可能ないくつかの異なるタイプのうちの１つであることが可
能である。ＭＩＢは、ネットワークに対するＷＴＲＵのアクセスまたは初期アクセスに不
可欠であると考えられることが可能であるいくつかの、例えば、限定された数のパラメー
タを含むことが可能である。ＭＩＢは、４０ミリ秒ごとにブロードキャストされることが
可能であり、反復は、４０ミリ秒内に行われることが可能である。ＳＩＢ１は、セルがセ
ル選択に適しているかどうかを決定するのに必要とされることが可能なパラメータを含む
ことが可能である。ＳＩＢ１は、その他のＳＩＢの時間領域スケジューリングに関する情
報を含むことが可能である。ＳＩＢ１は、８０ミリ秒ごとにブロードキャストされること
が可能であり、反復は、８０ミリ秒内に行われることが可能である。伝送は、システムフ
レーム番号（ＳＦＮ）にしたがうことが可能である。例えば、ＳＩＢ１の第１の伝送が、
ＳＦＮ　ｍｏｄ　８＝０である無線フレームにおいてであることが可能であり、反復が、
ＳＦＮ　ｍｏｄ　２＝０である他の無線フレームにおいてスケジューリングされることが
可能である。ＳＩＢ１は、無線フレームのサブフレーム＃５において伝送されることが可
能である。ＳＩＢ２は、共通チャネル情報および共有チャネル情報を含むことが可能であ
り、ＳＩＢ３～ＳＩＢ８は、周波数内セル再選択、周波数間セル再選択、および、ＲＡＴ
間セル再選択のために、または、そのようなセル再選択を制御するのに使用されることが
可能なパラメータを含むことが可能である。
【００３８】
　ＳＦＮまたはＳＦＮの少なくとも一部（例えば、１０ビットＳＦＮの最上位８ビット）
がＭＩＢに含められることが可能である。物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）が
、ＭＩＢを搬送することが可能である。
【００３９】
　ＳＩＢ、例えば、ＳＩＢ２～ＳＩＢ１６が、ダウンリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ
）で伝送されることが可能なシステム情報（ＳＩ）メッセージにマッピングされることが
可能である。物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）が、システム情報、例えば、ＳＩＢ２
～１６のうちの１つまたは複数などのＳＩＢを搬送することが可能である。ＳＩメッセー
ジに対するＳＩＢのマッピングは、柔軟であることが可能である。マッピングは、ＳＩＢ
１（例えば、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋ１）において搬送されるこ
とが可能であり、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＩｎｆｏＬｉｓｔに含められることが可能である
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。各ＳＩＢは、単一のＳＩメッセージの中に（例えば、その中だけに）包含されることが
可能である。同一のスケジューリング要件または同一の周期性を有するＳＩＢは、同一の
ＳＩメッセージにマッピングされることが可能である。ＳＩＢ２（例えば、Ｓｙｓｔｅｍ
ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ２）は、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＩｎｆｏＬｉ
ｓｔにおけるＳＩメッセージのリストにおける第１のエントリに対応するＳＩメッセージ
にマッピングされることが可能である、または、常にマッピングされることが可能である
。
【００４０】
　各ＳＩメッセージは、時間領域ウインドウ（ＳＩウインドウ）において周期的に伝送さ
れることが可能であり、異なるＳＩメッセージに関するＳＩウインドウが重なり合うこと
は可能でない。ＳＩウインドウ内で、ＳＩメッセージは、連続的である必要がない可能性
があり、動的にスケジューリングされることが可能である（例えば、ＳＩ無線ネットワー
ク一時識別子（ＳＩ－ＲＮＴＩ）を使用して）。ＳＩウインドウの長さは、すべてのＳＩ
メッセージに関して共通であることが可能であり、構成可能であることが可能である。完
全なＳＩメッセージが、チャネル符号化されて、ＳＩウインドウにおける複数の、ただし
、必ずしも連続的でないサブフレームにマッピングされることが可能である。後続のＳＩ
伝送は、第１のＳＩ伝送の自律的ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再伝送と見なさ
れることが可能である。
【００４１】
　ＳＩメッセージに関するＳＩウインドウの開始を決定する手順は、以下のとおりである
ことが可能である。特定のＳＩメッセージに関して、ＳＩメッセージのリストにおけるエ
ントリの順序に対応することが可能な番号ｎを決定する。ｘ＝（ｎ－１）*ｗを決定し、
ここで、ｗは、ｓｉ－ＷｉｎｄｏｗＬｅｎｇｔｈであることが可能である。ＳＩウインド
ウは、Ｔが、関与するＳＩメッセージのｓｉ－Ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙであることが可能
な、システムフレーム番号（ＳＦＮ）　ｍｏｄ　Ｔ＝ＦＬＯＯＲ（ｘ／１０）である無線
フレームにおける、ａ＝ｘ　ｍｏｄ　１０である、サブフレーム＃ａにおいて開始するこ
とが可能である。
【００４２】
　システム情報（例えば、地震津波警報システム（Earthquake Tsunami Warning System
）（ＥＴＷＳ）、コマーシャルモバイルアラートサービス（Commercial Mobile Alert Se
rvice）（ＣＭＡＳ）、および／または拡張アクセス規制（Extended Access Barring）（
ＥＡＢ）パラメータなどの一部のシステム情報以外の）における変化は、特定のフレーム
において生じることが可能である、または、特定のフレームだけにおいて生じることが可
能である。例えば、変更期間（modification period）が使用されることが可能である。
【００４３】
　図２は、ＳＩ更新に関する例示的な変更期間の図２００である。図２に示される例にお
いて、ネットワークがシステム情報のうちの少なくともいくつかを変化させる場合、それ
は、例えば、変更期間２０２中にまたは変更期間２０２の間ずっと、変化についてＷＴＲ
Ｕに最初に通知することが可能である。次に、ネットワークは、次の変更期間２０４にお
いて更新された情報を送ることが可能である。元のシステム情報と更新されたシステム情
報は、図２において異なるパターンによって表される。例えば、変更期間２０２において
、変化通知を受信すると、ＷＴＲＵは、例えば、次の変更期間２０４の開始から、新たな
システム情報を獲得する。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが新たなシステム情報を獲得するまで、
以前に獲得されたシステム情報を適用することが可能である。
【００４４】
　変更期間境界は、ＳＦＮ　ｍｏｄ　ｍ＝０であるＳＦＮ値によって定義されることが可
能であり、ここで、ｍは、変更期間を備える無線フレームの番号（the number of radio 
frames）であることが可能である。変更期間は、システム情報によって構成されることが
可能である。Ｐａｇｉｎｇメッセージが、システム情報変更についてＷＴＲＵに知らせる
のに使用されることが可能である。ＷＴＲＵが、システム情報変更の表示を含むＰａｇｉ
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ｎｇメッセージ、例えば、ｓｙｓｔｅｍＩｎｆｏＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎを受信した場
合、それは、そのシステム情報が次の変更期間境界で変化することを知ることが可能であ
る。
【００４５】
　ＳＩＢ１は、ＳＩメッセージにおいて変化が生じているかどうかを示す（indicate）こ
とが可能な値タグ、例えば、ｓｙｓｔｅｍＩｎｆｏＶａｌｕｅＴａｇを含むことが可能で
ある。ＷＴＲＵは、その値タグを使用して（例えば、カバレッジ外から戻った後）、以前
に記憶されたＳＩメッセージが依然として有効であることが可能であるかどうかを決定す
ること、または、検証することが可能である。ＷＴＲＵは、そうでないことが指定されな
い限り、例えば、それが有効であると確認されることに成功した時刻または時点から３時
間などの期間の後、記憶されたシステム情報を無効であると見なすことが可能である。
【００４６】
　セル選択を実行するＷＴＲＵなどのＷＴＲＵは、セルによって伝送されることが可能な
ＳＩ（例えば、ＭＩＢおよび／または１つまたは複数のＳＩＢ）を読み取って（例えば、
受信しておよび／または復号して）、システム情報を得ることが可能である。システム情
報は、ＷＴＲＵによって必要とされる、または、セルが適切であるかどうかをＷＴＲＵが
決定するためのパラメータ、および／または、ＷＴＲＵがセルにアクセスすることができ
るようにすることが可能なパラメータ（例えば、初期ランダムアクセス手順のための物理
ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）パラメータ）を含むことが可能である。ＳＩを
得た後、ＷＴＲＵは、値タグを使用して、ＳＩが変化しているかどうか、および／または
、ＳＩＢのいくつかもしくはすべてを再獲得すべきかどうかを決定することが可能である
。
【００４７】
　アイドルモード（例えば、ＲＲＣアイドルモード）において、ＷＴＲＵは、セルにキャ
ンプオンされること、および／または、ネットワークにアタッチされることが可能であり
、不連続受信（ＤＲＸ）サイクルを使用して、スリープおよび起動を行って、例えば、ネ
ットワークからのページングを受信することおよび／または読み取ることが可能である。
ページングは、着信呼を示すことが可能であり、または、１または複数のＳＩ変化表示を
含むことが可能である。ＳＩ変化表示は、例えば、値タグに関連付けられた少なくとも１
つのＳＩＢ、または、ＥＴＷＳ情報を包含するＳＩＢなどのクリティカルである（critic
al）または時間に左右される（time-sensitive）と見なされることが可能な情報を包含す
る少なくとも１つのＳＩＢの変化の表示を含むことが可能である。そのような表示を含む
ページングを読み取ると、または、読み取った後、ＷＴＲＵは、関連する１つのＳＩＢま
たは複数のＳＩＢを獲得することおよび／または読み取ることが可能である。ＷＴＲＵは
、次の変更期間の開始まで待ってから、関連する１つのＳＩＢまたは複数のＳＩＢを獲得
することおよび／または読み取ることが可能である。接続モード（例えば、ＲＲＣ接続モ
ード）において、ＷＴＲＵは、１または複数のＳＩ変化表示を含むことが可能なページン
グをネットワークから受信することが可能である。
【００４８】
　ＷＴＲＵは、ページング無線ネットワーク一時識別子（Ｐ－ＲＮＴＩ）でスクランブル
されたダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を介してページングを受信することが可能である
。ＤＣＩは、ページングメッセージを搬送する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）に関する許可を含むことが可能である。ページング（例えば、ページングＤＣＩ）を
受信すると、ＷＴＲＵは、対応するＰＤＳＣＨを読み取って、１または複数のＳＩ変化表
示および／または着信呼ページングなどの他のページングを含むことが可能なページング
メッセージを得ることが可能である。
【００４９】
　アイドルモードおよび／または接続モードにおけるＷＴＲＵは、最新のシステム情報、
例えば、最新のＭＩＢ、および、ＳＩＢ１およびＳＩＢ２～ＳＩＢ８などのいくつかのＳ
ＩＢを、それらのＳＩＢが対応することが可能な無線アクセス技術（ＲＡＴ）のサポート
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に依存して、保持する必要があることが可能である。
【００５０】
　モードおよび状態という用語は、本明細書において互換的に使用されることが可能であ
る。アイドルモードとは、ＲＲＣアイドルモードまたはＲＲＣアイドル状態を指すことが
可能である。接続モードとは、ＲＲＣ接続モードまたはＲＲＣ接続状態を指すことが可能
である。ＲＲＣ＿ＩＤＬＥが、アイドルモードまたはアイドル状態を表すのに使用される
ことが可能である。ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤが、接続モードまたは接続状態を表すの
に使用されることが可能である。
【００５１】
　ＳＩメッセージは、例えば、反復的に伝送されて、増大されたカバレッジを提供するこ
とが可能である。多くの（例えば、１５または２０ｄＢ）のカバレッジ向上が要求される
可能性がある場合、ＳＩメッセージ伝送の多数の反復が必要である可能性がある。多数の
ＳＩメッセージ伝送に関連するオーバヘッドは、過度であることが可能であり、大量のＰ
ＤＳＣＨリソースを潜在的に消費する可能性がある。ＣＥモードにおけるＷＴＲＵは、す
べてのＳＩＢ情報は必要としない可能性があるので、１つまたは複数のＳＩＢのセット（
例えば、別個のセット）が、少なくとも、ＣＥモードにおけるＷＴＲＵに提供されること
および／またはそのようなＷＴＲＵのために使用されることが可能である。このＳＩＢま
たはこれらのＳＩＢは、非ＣＥモードにおけるＷＴＲＵ（または少なくともＷＴＲＵ）に
よって使用されることが可能なまたはそのようなＷＴＲＵに向けられることが可能な１つ
または複数のＳＩＢ（例えば、それらのＳＩＢの完全セットまたはサブセット）と比べて
、より少ない情報を搬送することが可能であり、および／または、より少ない頻度で伝送
されることが可能である。
【００５２】
　１または複数のＳＩＢを包含するＳＩメッセージは、ＰＤＳＣＨを介して搬送されるこ
とが可能であり、ＰＤＳＣＨは、対応するＳＩウインドウ内の１または複数のサブフレー
ムにおいてスケジューリングされることが可能である。ＳＩメッセージを搬送するＰＤＳ
ＣＨは、ＳＩ－ＲＮＴＩでスクランブルされた関連するＰＤＣＣＨと一緒に動的にスケジ
ューリングされることが可能である。ＷＴＲＵは、ＳＩ－ＲＮＴＩでスクランブルされた
ＰＤＣＣＨを、例えば、継続的に監視して、対応するＳＩウインドウにおけるＳＩメッセ
ージを受信することが可能である。ＷＴＲＵが、ＳＩウインドウ内で複数のＳＩメッセー
ジを受信した場合、ＷＴＲＵは、それらのＳＩメッセージが、複数のサブフレームを介し
て反復的に伝送されているものと想定することが可能である。ＣＥモードにおいて、関連
するＰＤＣＣＨは、反復的に伝送されて、強化されたカバレッジを得ることが可能である
、または、そうする必要がある可能性もある。したがって、同一のサブフレームにおける
ＳＩメッセージを搬送するＰＤＳＣＨの動的スケジューリングは、ＣＥモードにおいても
はや利用可能でない可能性がある。ＳＩメッセージを搬送するＰＤＳＣＨをスケジューリ
ングするための新たな機構が必要とされる可能性がある。
【００５３】
　ＷＴＲＵは、ＳＩメッセージが変更期間内に同一であるものと想定することが可能であ
り、変更期間内のＳＩメッセージを統合して、ＳＩメッセージのカバレッジを向上させる
ことが可能である。変更期間構成は、ＳＩＢ１において提供されることが可能である。カ
バレッジ限定されたＷＴＲＵは、ＣＥモードにおいて変更期間内でＳＩＢ１を包含するＳ
Ｉメッセージを複数回、統合する必要がある可能性がある。変更期間はＳＩＢ１において
提供される可能性があるので、ＷＴＲＵは、変更期間を知ることなしに、ＳＩＢ１を包含
するＳＩメッセージを受信する必要がある可能性があり、このことは、パフォーマンス低
下をもたらす可能性がある。ＣＥモードに関する１または複数のＳＩＢに関して、そのＳ
ＩＢまたはそれらのＳＩＢに関する変更期間は、固定されること、または、ＭＩＢを介す
るなど別の手段によって提供されることが可能である。
【００５４】
　ＳＩメッセージを包含するＰＤＳＣＨは、セル特有の参照信号（ＣＲＳ：cell specifi
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c reference signal）ベースの伝送モードを介して伝送されることが可能であり、または
、そのような伝送モードを介してだけ伝送されることが可能である。ＳＩメッセージは、
ＣＲＳがＰＤＳＣＨ領域において利用可能であるマルチメディアブロードキャスト単一周
波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームにおいて伝送されることが可能であり、ま
たは、そのようなサブフレームにおいてだけ伝送されることが可能である。ＭＢＳＦＮサ
ブフレーム構成は、ＳＩメッセージのうちの１つにおいて伝送されることが可能であるの
で、カバレッジ限定されたＷＴＲＵは、それが、ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を包含する
ＳＩメッセージを受信するまで、ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を得ることができない可能
性がある。ＳＩメッセージ反復のためのダウンリンクサブフレームの数は、要求されるカ
バレッジ拡張を実現するのに十分でない可能性がある、非ＭＢＳＦＮ候補サブフレームに
限定される可能性がある。
【００５５】
　ＣＥモードまたはＣＥ動作は、例えば、必要であると考えられることが可能な、チャネ
ルおよび／または情報を繰り返すことによってＷＴＲＵに増大されたカバレッジを提供す
ることが可能である。例えば、ＬＴＥにおいて、システム情報が、スケジューリングにし
たがってブロードキャストされることが可能であり、ＷＴＲＵが、ＰＤＣＣＨを監視して
、ＳＩＢを搬送するＰＤＳＣＨのプレゼンス、ロケーション、およびパラメータを決定す
ることが可能である。ＣＥモードにおけるＷＴＲＵに関して、システム情報の多くは、Ｗ
ＴＲＵが、ＣＥモードにある間、低いモビリティを有することが可能であるので、必要と
されない可能性がある。さらに、ＣＥモードのために必要とされるシステム情報ブロード
キャストの広範な反復は、ＷＴＲＵバッテリ電力の実質的な量を浪費する可能性がある。
【００５６】
　本明細書において説明される実施形態は、ＷＴＲＵが、ＣＥモードにある場合に、ＰＤ
ＣＣＨまたは強化されたＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）を監視することなしに、ＣＥ－ＳＩ
Ｂを受信することができるようにすることが可能であり、このことは、ＷＴＲＵがＣＥモ
ードにある間のＷＴＲＵのバッテリ消費を低減することが可能である。さらに、本明細書
において説明される実施形態は、ＷＴＲＵが、利用可能なシステム情報のサブセットを受
信することができるようにすることが可能であり、このことは、ＷＴＲＵが、それが関係
があると見なすシステム情報を受信すること、または、そのようなシステム情報だけを受
信することができるようにして、システムの効率を向上させることが可能である。本明細
書において説明されるＣＥ－ＳＩＢは、ＭＴＣ－ＳＩＢ、ＬＣ－ＭＴＣ－ＳＩＢ、新たな
ＳＩＢ、コンパクトＳＩＢ、およびＣＥ－ＭＴＣ－ＳＩＢと、ただし、以上に限定されず
に、互換的に使用されることが可能である。１または複数のＣＥ－ＳＩＢが存在すること
が可能である。
【００５７】
　ＭＴＣ－ＳＩＢは、ＣＥモードＷＴＲＵによって、または、ＣＥモードＷＴＲＵのため
に使用されることが可能であるが、その使用は、ＣＥモードＷＴＲＵに限定されないこと
が可能である。例えば、低減された帯域幅などの低減された能力のＷＴＲＵが、ＭＴＣ－
ＳＩＢを使用することが可能であり、または、使用することも可能である。
【００５８】
　ｅＮＢおよびセルという用語は、本明細書において互換的に使用されることが可能であ
る。また、通常、非ＣＥおよびレガシーという用語も、本明細書において互換的に使用さ
れることが可能である。説明される実施形態において、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは
、物理制御チャネルの例として使用されることが可能である。しかし、開示される実施形
態のそれぞれにおいて、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、他の任意の物理制御チャネル、また
は物理制御チャネルの組合せが使用されることが可能である。
【００５９】
　図３は、非ＣＥ（例えば、レガシーまたは通常）モードおよびＣＥモードにおいてＳＩ
Ｂを獲得するＷＴＲＵを含む例示的なシステム３００の図である。図３に示される例にお
いて、非ＣＥモードにおいて動作するＷＴＲＵ３０８、およびＣＥモードにおいて動作す
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るＷＴＲＵ３１０が、ＣＥモードをサポートするｅＮＢ３０２からシステム情報を獲得す
る。非ＣＥモードＷＴＲＵ３０８が、ＰＤＣＣＨを使用して、物理ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）３０４上で１つまたは複数のＳＩＢを受信するためのロケーションお
よび／またはパラメータを識別することが可能である。ＣＥモードＷＴＲＵ３１０が、知
られているロケーションまたは少なくとも１つの知られているパラメータ３０６のうちの
少なくとも１つに基づいて、ＰＤＳＣＨ上でＣＥ－ＳＩＢを受信することが可能である。
実施形態において、ＣＥモードＷＴＲＵ３１０が、ＰＤＣＣＨを使用することなしにＰＤ
ＳＣＨ上でＣＥ－ＳＩＢを受信することが可能である。別の実施形態において、ＣＥモー
ドＷＴＲＵ３１０が、ＰＤＳＣＨが全く要求されないように、固定されたＥＰＤＤＣＨお
よび／または知られているＥＰＤＣＣＨをＣＥ－ＳＩＢのためのコンテナとして使用する
ことが可能である。図示されるｅＮＢ３１２は、ＣＥモードをサポートしない。ＣＥモー
ドをサポートするｅＮＢ３０２、および、ＣＥモードＷＴＲＵ３１０は、ＳＩ更新のため
にＰＤＳＣＨなしにＥＰＤＣＣＨを使用することが可能である。実施形態において、ＣＥ
－ＳＩＢは、例えば、ＣＥモードＷＴＲＵ３１０に関係のあるＳＩＢだけを含むことが可
能である、コンパクトな別個のＳＩＢであることが可能である。１または複数のＣＥ－Ｓ
ＩＢが存在することが可能である。
【００６０】
　図３において、ＷＴＲＵ３０８および３１０に異なる参照符号が与えられる。ＷＴＲＵ
３０８および３１０は、異なるモードで動作する別々のＷＴＲＵであることが可能である
（例えば、ＷＴＲＵ３０８は、非ＣＥモードにあり、ＷＴＲＵ３１０は、ＣＥモードにあ
る）。しかし、ＷＴＲＵ３０８および３１０は、複数のモードで（例えば、非ＣＥモード
とＣＥモードの両方で）動作可能である同一のＷＴＲＵであることが可能である。例えば
、ＷＴＲＵは、あるときは、非ＣＥモードで動作することが可能であり、別のときには、
ＣＥモードで動作することが可能である。
【００６１】
　図４は、非ＣＥモードまたはカバレッジ拡張（ＣＥ）モードにおいて使用するように構
成されたＷＴＲＵに関するＳＩＢ獲得の例示的な方法４００の流れ図である。図４に示さ
れる例において、ＷＴＲＵが、それがいずれのモードにあるかを決定することが可能であ
る（４０２）。例えば、ＷＴＲＵは、それがＣＥモードにあるか、通常モードにあるかな
どを決定することが可能である。ＷＴＲＵがＣＥモードにあると決定されたという条件付
きで（４０４）、ＷＴＲＵは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上でＣＥシ
ステム情報ブロック（ＣＥ－ＳＩＢ）を受信することが可能である（４０６）。実施形態
において、ＷＴＲＵが、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）からの情報を使用し
て、ＰＤＳＣＨ上でＣＥ－ＳＩＢを受信するかどうか、および／または、ＣＥ－ＳＩＢの
受信のために１つまたは複数のパラメータを得るかどうかを決定することも可能である。
ＷＴＲＵは、例えば、知られているロケーション、または、ＣＥ－ＳＩＢのための少なく
とも１つの知られているパラメータのうちの少なくとも１つに基づいて、ＣＥ－ＳＩＢを
受信することが可能である。実施形態において、ＷＴＲＵは、物理ダウンリンク制御チャ
ネル（ＰＤＣＣＨ）などの制御チャネルを受信することなしに、ＰＤＳＣＨ上でＣＥ－Ｓ
ＩＢを受信することが可能である。ＷＴＲＵが非ＣＥモードにあると決定されたという条
件付きで（４０８）、ＷＴＲＵは、ＰＤＣＣＨを監視し（４１０）、ＳＩＢ（例えば、レ
ガシーＳＩＢ、非ＣＥ　ＳＩＢ、または通常ＳＩＢ）を、物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）上で受信された情報に基づいて、ＰＤＳＣＨ上で受信することが可能であ
る（４１２）。
【００６２】
　図５は、非ＣＥモードまたはＣＥモードにおいて使用するために構成されたＷＴＲＵに
関するＳＩＢ獲得の別の例示的な方法５００の流れ図である。図５に示される例において
、ＷＴＲＵが、それがいずれのモードにあるかを決定する（５０２）。例えば、ＷＴＲＵ
は、それがＣＥモードにあるか、非ＣＥモードにあるかなどを決定することが可能である
。ＷＴＲＵがＣＥモードにあると決定されたという条件付きで（５０４）、ＷＴＲＵは、
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ダウンリンク制御チャネルをコンテナとして使用してＣＥシステム情報ブロック（ＣＥ－
ＳＩＢ）を受信することが可能である（５０６）。実施形態において、ＷＴＲＵは、ＰＤ
ＳＣＨを受信することなしにＣＥ－ＳＩＢを受信することが可能である。ＷＴＲＵが非Ｃ
Ｅモードにあると決定されたという条件付きで（５０８）、ＷＴＲＵは、ＰＤＣＣＨを監
視し（５１０）、ＳＩＢ（例えば、レガシーＳＩＢ、非ＣＥ　ＳＩＢ、または通常ＳＩＢ
）を、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上で受信された情報に基づいて、Ｐ
ＤＳＣＨ上で受信することが可能である（５１２）。
【００６３】
　ＣＥ　ＷＴＲＵは、例えば、ＣＥモードにあるＷＴＲＵ、カバレッジ限定されたＷＴＲ
Ｕ、またはカバレッジ拡張技法（例えば、制御チャネルおよび／またはデータチャネルな
どの１または複数のチャネル（例えば、物理チャネル）のダウンリンク（ＤＬ）および／
またはアップリンク（ＵＬ）における反復）を必要とするおよび／または使用するＷＴＲ
Ｕのうちの１または複数を含むことが可能である。
【００６４】
　ＣＥモードで動作しているＷＴＲＵに関して、いくつかのＳＩＢは、ＷＴＲＵがＣＥモ
ードで動作するのに不可欠である、または、有用であると識別されることが可能であり、
ＷＴＲＵがそれらを確実に受信することを可能にする変更が望ましい可能性がある。実施
形態において、ＣＥ－ＳＩＢメッセージが、ＣＥモードＷＴＲＵがいくつかの（例えば、
不可欠な）ＳＩＢまたはＳＩを受信する（例えば、受信することに成功する、または、確
実に受信する）ことができるようにするのに使用されることが可能である。実施形態にお
いて、ＣＥ　ＷＴＲＵは、例えば、それが所望する場合、非ＣＥ（例えば、レガシーまた
は通常）ＳＩＢを受信しようと試みることを禁止されない。ＭＩＢに関して、ＰＢＣＨの
さらなる反復が４０ミリ秒サイクル内に導入されて、ＣＥモードＷＴＲＵに関する受信の
信頼性を向上させることが可能である。不可欠、重要、必要、望ましい、役立つ、および
選択されたという用語は、本明細書において互換的に使用されることが可能である。
【００６５】
　ＷＴＲＵは、あるときは、ＣＥモードで動作することが可能であり、別のときには、非
ＣＥモードで動作することが可能である。ＷＴＲＵは、それが動作するモードを変化させ
ることが可能であり、その動作モードにしたがってＳＩＢを獲得することおよび／または
使用することが可能である。モードをＣＥモードまたは非ＣＥモードに変化させると、ま
たは、そうすることに続いて、ＷＴＲＵは、その更新された動作モードにしたがって、Ｍ
ＩＢおよび／または１または複数のＳＩＢを獲得することが可能である、または、獲得す
る必要がある可能性がある。
【００６６】
　実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージが、いくつかのＳＩＢ、例えば、不可欠なＳ
ＩＢの伝送の信頼性を向上させるのに使用されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセー
ジは、ＣＥ動作モードに関して、例えば、不可欠であると識別されたＳＩＢのサブセット
を含むことが可能であり、それらのＳＩＢが、ＣＥ　ＷＴＲＵに専用であること、または
、少なくともＣＥ　ＷＴＲＵによってもしくは少なくともＣＥ　ＷＴＲＵのために使用さ
れることが可能な１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージの中で一緒にマージされることが
可能である。例として、その１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージに含められることが可
能なＳＩＢのサブセットは、ＳＩＢ１乃至ＳＩＢ１６からのＳＩＢの１または複数を含む
ことが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージは、すべての非ＣＥモードまたは利用可能なＳ
ＩＢのサブセットを含むことが可能なコンパクトＣＥ－ＳＩメッセージであることが可能
である。ＣＥ－ＳＩメッセージは、１または複数の非ＣＥモードＳＩＢの一部であること
が可能なＳＩを含むことが可能である（ＳＩＢを含むことが、ＳＩＢ全体を含むことは意
味しない可能性がある）。ＳＩＢ、ＳＩ、およびＳＩメッセージという用語は、本明細書
において互換的に使用されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＣＥモード、
ＭＴＣ動作、あるいは低減された帯域幅で動作することなどの、ある能力に特有であるこ
とが可能なシステム情報を含むことが可能であり、または、そのようなシステム情報を含



(17) JP 6293354 B2 2018.3.14

10

20

30

40

50

むことも可能である。
【００６７】
　ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージを受信すべきか、または、非ＣＥ　ＳＩメッセージ
を受信すべきかを決定することが可能であり、その決定にしたがって対応するＳＩメッセ
ージを受信すること、または、受信しようと試みることが可能である。例えば、ＷＴＲＵ
が、ＣＥ　ＰＢＣＨを受信して、ＭＩＢを得た場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージ
を受信して、ＳＩＢを得ることを決定することが可能である。別の例に関して、ＷＴＲＵ
が、ＤＬ信号品質（例えば、参照信号受信電力（ＲＳＲＰ））が事前定義された閾値未満
であると決定した場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージを受信して、ＳＩＢを得るこ
とを決定することが可能である。両方の例において、ＷＴＲＵは、さもなければ、非ＣＥ
－ＳＩメッセージを介してＳＩＢを受信することを決定することが可能である。
【００６８】
　ＣＥ　ＰＢＣＨは、非ＣＥ－ＰＢＣＨとは別個のＰＢＣＨであること、または、低減さ
れた能力および／またはＣＥモードＷＴＲＵをサポートするように使用されるまたは含め
られることが可能なビット（例えば、予備のビット）を有する非ＣＥ　ＰＢＣＨの変更さ
れたバージョンであることが可能である。それらのビットは、ＭＩＢビットであることが
可能である。ＣＥ　ＰＢＣＨは、非ＣＥ　ＰＢＣＨ、変更された非ＣＥ　ＰＢＣＨ、また
は新たなＰＢＣＨであることが可能であり、または、そのようなＰＢＣＨを含むことが可
能であり、ここで、ＣＥ　ＰＢＣＨは、非ＣＥ　ＰＢＣＨより多くの反復で（例えば、１
０ミリ秒ごとに２回以上）伝送されることが可能である。ＷＴＲＵが、新たなＰＢＣＨ、
非ＣＥ　ＰＢＣＨ、または変更された非ＣＥ　ＰＢＣＨ（またはＭＩＢ）を受信すること
に成功するのにさらなる反復の１または複数を使用する、または、使用することを必要と
する場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージ（またはさらなるＣＥ－ＳＩメッセージ）
を受信すること、または、受信しようと試みることを決定することが可能である。ＷＴＲ
Ｕが、非ＣＥ　ＰＢＣＨまたは変更された非ＣＥ　ＰＢＣＨ（またはＭＩＢ）を受信する
ことに成功するのに（例えば、全く）さらなる反復を使用しないことが可能である、また
、は使用する必要がないことが可能である場合、ＷＴＲＵは、非ＣＥ　ＳＩメッセージ（
またはさらなるＣＥ－ＳＩメッセージ）を受信すること、または、受信しようと試みるこ
とを決定することが可能である。ＰＢＣＨは、１つのＭＩＢビットまたは複数のＭＩＢビ
ットを搬送することが可能である。ＰＢＣＨおよびＭＩＢという用語は、本明細書におい
て互換的に使用されることが可能である。
【００６９】
　本明細書において説明されるいくつかの実施形態において、ＳＩＢおよび／またはＳＩ
メッセージは、ＰＢＣＨまたはＣＥ－ＰＢＣＨによって搬送されることが可能である、Ｍ
ＩＢを除外することが可能である。本明細書において説明される他のいくつかの実施形態
において、ＳＩＢおよび／またはＳＩメッセージは、ＰＢＣＨまたはＣＥ－ＰＢＣＨによ
って搬送されることが可能である、ＭＩＢを含むことが可能である。
【００７０】
　ＣＥ－ＳＩメッセージは、例えば、既存の手順と同様に、複数の反復を許すように符号
化されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージ反復（例えば、許されたＣＥ－ＳＩメ
ッセージ反復）の数は、非ＣＥ　ＳＩメッセージのために使用されることが可能な反復の
数と比べて、増加されて、例えば、これらのメッセージを復号することができるようにＣ
Ｅ　ＷＴＲＵにさらなる時間および／またはさらなる情報を許すことが可能である。
【００７１】
　ＳＩＢまたはＳＩのサブセットが、ＣＥのために使用されること、または、ＣＥに不可
欠であると見なされることが可能であり、ＣＥ－ＳＩメッセージに含められることが可能
である。例えば、一実施形態において、ＭＩＢ、ＳＩＢ１、および、ＳＩＢ２が、不可欠
なＳＩＢと見なされることが可能である。ＣＥ　ＷＴＲＵは、例えば、規則的な（regula
r）事前定義されたＭＩＢロケーションにおいて、または、少なくともそのようなロケー
ションにおいて、ＭＩＢを読み取り、ＣＥ－ＳＩメッセージを使用して不可欠なＳＩＢ（
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例えば、ＳＩＢ１およびＳＩＢ２）などのいくつかのＳＩＢを読み取る（例えば、読み取
ることだけをする）ことが可能であり、または、そのようにするように構成されることが
可能である。別の例に関して、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２、およびＳＩＢ１４が、不可欠なＳＩ
Ｂと見なされることが可能である。ＳＩＢ１、ＳＩＢ２、およびＳＩＢ１４は、ＣＥ－Ｓ
Ｉメッセージの中で多重化されることが可能である。ＣＥ　ＷＴＲＵは、不可欠なＳＩＢ
として、例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２、およびＳＩＢ１４を読み取ってから、セ
ルにアクセスすることを試みることが可能である、または、そのようにするように構成さ
れることが可能である。ＣＥ－ＳＩは、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２、およびＳＩＢ１４などの、
非ＣＥ　ＳＩＢなどの１または複数のＳＩＢのコンテンツのうちのいくつかまたはすべて
を含むことが可能である。
【００７２】
　ＣＥ－ＳＩメッセージのコンテンツは、非ＣＥ　ＷＴＲＵのために伝送されるＳＩＢと
同一であることも、異なることも可能である。同一のＳＩＢの異なるバージョンは、多重
化されて非ＣＥ　ＳＩメッセージおよびＣＥ－ＳＩメッセージに入れられることが可能で
ある。例えば、ＣＥ　ＷＴＲＵのために役立つと見なされない可能性があるいくつかの情
報要素（ＩＥ）が、除去されてから、ＳＩＢを多重化してＣＥ－ＳＩメッセージに入れる
ことが可能である。
【００７３】
　ＣＥモードで動作しているＷＴＲＵが、１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージを受信す
ることが可能であり、または、受信するように構成されることが可能であり、ＣＥ－ＳＩ
メッセージを使用して（例えば、だけを使用して）（例えば、呼に関する）いくつかのＳ
ＩＢもしくはＳＩ、または、すべてのＳＩＢもしくはＳＩを得ることが可能である。ＣＥ
　ＷＴＲＵに不可欠であると見なされるＳＩＢは、セルにおいて伝送されているＣＥ　Ｓ
Ｉメッセージの中で多重化されたＳＩＢから暗黙に導き出されることが可能である。ＷＴ
ＲＵは、ＣＥ　ＳＩメッセージ内でスケジューリングされたすべてのＳＩＢを、それがセ
ルにアクセスすることができる前に獲得されなければならない最低限のＳＩＢであると見
なすことが可能である。
【００７４】
　代替として、ＣＥ　ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージを使用していくつかのＳＩＢ情
報を受信する（例えば、受信だけする）ことが可能であり、または、受信する（例えば、
受信だけする）ように構成されることが可能である。ＣＥ　ＷＴＲＵは、非ＣＥ－ＳＩメ
ッセージを使用して他のＳＩＢを受信すること、または、受信するように構成されること
が可能である。例えば、セルは、非ＣＥ　ＳＩメッセージを使用して、増加された数の反
復で、より低い周期性要件を有するいくつかのＳＩＢを伝送するように構成されることが
可能であり、ＷＴＲＵは、それらを非ＣＥ　ＳＩメッセージ上で受信することが可能であ
る、または、受信するように構成されることが可能である。
【００７５】
　ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＣＥ－ＳＩウインドウで伝送されることが可能である。例え
ば、ＣＥ－ＳＩメッセージが、ＣＥ－ＳＩウインドウに関連付けられることが可能であり
、ここで、ＣＥ－ＳＩウインドウは、ある量の時間と定義されることが可能である。実施
形態において、ＣＥ－ＳＩウインドウは、時間領域において多重化されることが可能であ
る。ＣＥ　ＷＴＲＵが、ＣＥ－ＳＩウインドウに基づいて、いずれのＣＥ－ＳＩメッセー
ジが、あるサブフレームおよび／またはあるフレームにおいて受信されるかを決定するこ
とが可能である。別の実施形態において、ＣＥ－ＳＩウインドウは、時間および周波数領
域において多重化されることが可能である。例えば、ＣＥ－ＳＩウインドウは、時間およ
び周波数ロケーションとして定義されることが可能である。複数のＣＥ－ＳＩウインドウ
が、時間領域において重ね合わされることが可能である。ＣＥ　ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩ
メッセージの周波数ロケーションに基づいて、ＣＥ－ＳＩメッセージを区別することが可
能である。別の実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージは、関連付けられたＰＤＣＣＨ
またはＥＰＤＣＣＨによってスケジューリングされることが可能であり、関連付けられた
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ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは、いずれのＣＥ－ＳＩメッセージがスケジューリングさ
れているかを示すことが可能である。例えば、ＣＥ－ＳＩメッセージが、ＣＥ－ＳＩ－Ｒ
ＮＴＩ－１、ＣＥ－ＳＩ－ＲＮＴＩ－２などの、あるＳＩ－ＲＮＴＩに関連付けられるこ
とが可能である。さらなる例において、ＣＥ－ＳＩメッセージ１、ＣＥ－ＳＩメッセージ
２、およびＣＥ－ＳＩメッセージ３などの３つのＣＥ－ＳＩメッセージが定義される場合
、各ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＣＥ－ＳＩ－ＲＮＴＩ－１、ＣＥ－ＳＩ－ＲＮＴＩ－２、
およびＣＥ－ＳＩ－ＲＮＴＩ－３に関連付けられることが可能である。
【００７６】
　ＣＥ　ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵ条件またはＷＴＲＵ能力に基づいて、いくつかのＳＩＢを
獲得すべきかどうか、または、それが獲得する必要があるかどうかを決定することが可能
である。例えば、ＣＥ　ＷＴＲＵは、それが、ＲＡＴ間動作をサポートすることができる
場合、ＲＡＴ間動作と関係するＳＩＢ、例えば、ＳＩＢ７および／または８を獲得するこ
とが可能である、または、獲得することだけをすることが可能である。別の例として、Ｃ
Ｅ　ＷＴＲＵは、それが（マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（Ｍ
ＢＭＳ））動作をサポートする場合、ＭＢＭＳ関連のＳＩＢ、例えば、ＳＩＢ１３および
／または１５を獲得することだけをすることが可能である。ＳＩＢ７および８は、同一の
ＣＥ－ＳＩメッセージにマッピングされることが可能である。ＳＩＢ１３および１５は、
ＳＩＢ７および８を包含するＣＥ－ＳＩメッセージとは異なることが可能である、同一の
ＣＥ－ＳＩメッセージにマッピングされることが可能である。別の例において、ＣＥ　Ｗ
ＴＲＵは、それがモビリティまたはハンドオーバをサポートする場合、モビリティまたは
ハンドオーバと関係するＳＩＢを獲得することが可能である、または、獲得することだけ
することが可能である。
【００７７】
　実施形態において、ＣＥ　ＷＴＲＵアクセス層（ＡＳ）が、例えば、セル選択の前に提
供されることが可能なパブリックランドモバイルネットワーク（public land mobile net
work）（ＰＬＭＮ）情報と一緒に、より上位のレイヤによって構成されることが可能であ
る。代替として、この情報は、ＷＴＲＵにおいて事前構成されることが可能であり、ＷＴ
ＲＵの電源がオンにされると、ＡＳに提供されることが可能である。別の実施形態におい
て、ＣＥ　ＷＴＲＵ　ＡＳは、ＷＴＲＵによってサポートされる機能を有して構成される
ことが可能である。ＣＥ　ＷＴＲＵ　ＡＳは、ＷＴＲＵがいずれのＳＩＢを獲得すること
が可能であるか、または、獲得すべきかを決定する事前構成されたマッピングを有するこ
とが可能である。例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）に関するサポートが所望される場合
、ＣＥ　ＷＴＲＵ　ＡＳは、ＷＴＲＵが獲得することが可能な、または、獲得する必要が
ある可能性があるＳＩＢのリストにＨｅＮＢ関連のＳＩＢ、例えば、ＳＩＢ９を含めるこ
とが可能である。
【００７８】
　ＣＥ　ＷＴＲＵが、いずれのＳＩＢをそれが獲得することが可能であるか、または、獲
得する必要がある可能性があるかを決定すると、または、決定した後、それは、これらの
ＳＩＢがどのように獲得されることが可能であるかを決定することが可能である。実施形
態において、ＣＥ　ＷＴＲＵは、例えば、ＣＥ－ＳＩスケジューリング情報および／また
はＣＥメッセージのうちのいくつか（例えば、すべて）を最初に調べて、ＣＥ　ＳＩまた
はＣＥメッセージが、それが必要とするすべてのＳＩＢを包含するかどうかを決定するこ
とが可能である。いくつかのＳＩＢが利用可能ではない場合、ＷＴＲＵは、それらを、非
ＣＥ　ＳＩメッセージを使用して獲得しようと試みることが可能である。代替として、Ｗ
ＴＲＵは、ＣＥ　ＳＩメッセージの中で利用可能であるＳＩＢを獲得すること、または、
獲得することだけをすることが可能であり、いくつかのＳＩＢが利用可能でない場合、Ｗ
ＴＲＵは、より上位のレイヤに、サポートされ得ない機能を報告することが可能である。
【００７９】
　ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送および受信が、サポートされることが可能である。
【００８０】
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　ＷＴＲＵがＣＥ－ＳＩＢを受信することを始める前に、ＷＴＲＵは、セルがＣＥ－ＳＩ
メッセージおよび／またはＣＥモードをサポートするかどうかを決定することが可能であ
る。実施形態において、ＷＴＲＵは、ＰＢＣＨ受信中にもしくはＰＢＣＨ受信に基づいて
、または、ＰＢＣＨ受信手順中に、セルにおけるＣＥ－ＳＩメッセージ伝送および／また
はＣＥモードに関するサポートを検出することが可能である。カバレッジ拡張されたＰＢ
ＣＨが、カバレッジ拡張された動作モードのために定義されることが可能である。カバレ
ッジ拡張されたＰＢＣＨ（ＣＥ－ＰＢＣＨ）は、各無線フレームにおけるサブフレーム（
例えば、サブフレーム０）において伝送されることが可能な、少なくとも非ＣＥ　ＰＢＣ
Ｈの反復的伝送であることが可能である。ＣＥ－ＰＢＣＨは、ある１または複数の無線フ
レームにおける、または、すべての無線フレームにおける少なくともサブフレーム５にお
いてなど、１または複数のサブフレームにおける非ＣＥ　ＰＢＣＨの反復を有すること、
または、含むことが可能である。
【００８１】
　実施形態において、ＷＴＲＵは、ダウンリンクチャネル品質（例えば、ＲＳＲＰ）を測
定することが可能であり、または、最初に測定することが可能であり、ダウンリンクチャ
ネル品質が事前定義された閾値より低い場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＰＢＣＨを受信するこ
とを始めることが可能である。ＷＴＲＵが、ＣＥ－ＰＢＣＨを介して搬送されるＭＩＢを
復号することに成功した場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送および／またはＣ
Ｅモードがセルにおいてサポートされるものと想定することが可能である。ＷＴＲＵは、
複数のサブフレームにおいて伝送されたＰＢＣＨ、例えば、サブフレーム０において伝送
されたＰＢＣＨと、サブフレーム５などの１または複数のサブフレームにおいて伝送され
たＰＢＣＨ反復を互いに関係付けようと試みることが可能である。相互関係レベルが事前
定義された閾値より高い場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送がセルにおいてサ
ポートされるものと想定することが可能である。
【００８２】
　別の実施形態において、ＷＴＲＵは、非ＣＥ　ＰＢＣＨ時間／周波数ロケーション（例
えば、サブフレーム０）において伝送されたＰＢＣＨと、ＣＥ－ＰＢＣＨのために使用さ
れる、ある無線フレームにおける他の時間／周波数ロケーション（例えば、サブフレーム
５）において伝送されるＰＢＣＨ反復を互いに関係付けることによって、ＣＥ－ＰＢＣＨ
がセルにおいてサポートされるかどうかを調べようと試みることが可能である。相互関係
レベルが事前定義された閾値より高い場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＰＢＣＨおよびＣＥ－Ｓ
Ｉメッセージ伝送がセルにおいてサポートされると想定することが可能である。
【００８３】
　別の実施形態において、ＣＥ－ＰＢＣＨおよびＣＥ－ＳＩメッセージ伝送をサポートす
るセルＩＤリストが、ＷＴＲＵが、同期後に物理セルＩＤを検出した後、セルがＣＥモー
ドをサポートするかどうかについて知らされることが可能であるように、ＷＴＲＵに提供
されることが可能である。
【００８４】
　別の実施形態において、ＰＢＣＨまたはＣＥ－ＰＢＣＨを介して搬送されることが可能
なＭＩＢは、ＣＥモード（またはＣＥ－ＰＢＣＨ）がセルにおいてサポートされるかどう
かを暗黙にまたは明示的に示すことが可能である。ＭＩＢにおける、または、ＭＩＢにお
いて確保されたビットが、ＣＥモードに関するサポートを示すのに使用されることが可能
であり、および／または、事前定義されたＣＲＣマスキングが、ＣＥモードに関するサポ
ートを示すのに使用されることが可能である。ＷＴＲＵは、ＭＩＢにおけるそのビットの
プレゼンスもしくは値に基づいて、または、ＣＲＣマスキングに基づいて、ＣＥモードが
セルにおいてサポートされるかどうかを決定することが可能である。ＣＥモードにあるこ
とが可能なＷＴＲＵが、セルがＣＥモードをサポートすると決定した場合、ＷＴＲＵは、
ＣＥ－ＳＩＢまたはＣＥ－ＳＩメッセージを受信すること、または、受信しようと試みる
ことが可能である。
【００８５】
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　ＷＴＲＵが、両方のタイプのＳＩＢをサポートするセルにおいてＣＥ－ＳＩＢまたは非
ＣＥ－ＳＩＢを受信するために、ＷＴＲＵは、セルにおいてブロードキャストされている
異なるタイプのＳＩＢの間で区別することができる必要がある可能性がある。実施形態に
おいて、ＷＴＲＵは、チャネル条件に基づいて、ＳＩ受信のために、あるタイプのＳＩメ
ッセージを受信しようと試みることが可能である。例えば、ＷＴＲＵは、ダウンリンクチ
ャネル品質（例えば、ＲＳＲＰまたはパスロス）を測定することまたは決定することが可
能であり、測定されたまたは決定されたダウンリンクチャネル品質が閾値より低い場合、
ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージタイプを受信することが可能であり、または、受信す
ることを決定することが可能である。その閾値は、ダウンリンクシステム帯域幅、ＣＲＳ
ポートの番号、および／またはＳＦＮ番号のうちの少なくとも１つの関数として事前定義
されること、または、決定されることが可能である。その閾値は、接続モードとアイドル
モードで異なることが可能である（例えば、より高い閾値が、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥ
Ｄにおいて使用されることが可能であり、より低い閾値が、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥにおいて使
用されることが可能である）。
【００８６】
　別の実施形態において、ＷＴＲＵは、事前定義された規則に基づいて、あるタイプのＳ
Ｉメッセージを受信しようと試みることが可能である。例えば、ＷＴＲＵは、非ＣＥ　Ｓ
Ｉメッセージを復号しようと試みることが可能であり、ＷＴＲＵが、ある数の復号試行ま
たは事前定義された時間ウインドウの内に成功しない場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッ
セージを受信することを始めることが可能である。別の例に関して、ＷＴＲＵがＲＲＣ＿
ＩＤＬＥにある場合、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードに入ることに先立って受信さ
れたＳＩメッセージタイプに基づいて、あるＳＩメッセージタイプを受信することを始め
ることが可能である。以下の規則のうちの１または複数が適用することが可能である。す
なわち、セルＩＤが、ＷＴＲＵがＲＲＣ＿ＩＤＬＥに入ったのより前のセルＩＤと同一で
ある場合、ＷＴＲＵは、それがＲＲＣ＿ＩＤＬＥに入ったのより前に受信されたＳＩメッ
セージタイプから始めることが可能であり、セルＩＤが、ＷＴＲＵがＲＲＣ＿ＩＤＬＥに
入ったのより前のセルＩＤと異なる場合、ＷＴＲＵは、非ＣＥ　ＳＩメッセージを受信す
ることを始めることが可能であり、セルＩＤが、ＷＴＲＵがＲＲＣ＿ＩＤＬＥに入ったの
より前のセルＩＤと異なる場合、ＷＴＲＵは、ダウンリンクチャネル品質に基づいて、受
信すべきＳＩメッセージタイプを決定することが可能であり、セルＩＤが、ＷＴＲＵがＲ
ＲＣ＿ＩＤＬＥに入ったのより前のセルＩＤと異なる場合、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＭＩ
Ｂを受信したＰＢＣＨのタイプ（例えば、ＣＥ－ＰＢＣＨまたは非ＣＥ－ＰＢＣＨ）に基
づいて、受信すべきＳＩメッセージタイプを決定することが可能である。例えば、ＷＴＲ
Ｕが、非ＣＥ－ＰＢＣＨを介してＭＩＢを受信した場合、ＷＴＲＵは、非ＣＥ　ＳＩメッ
セージを受信することを始めることが可能であり、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが、ＣＥ－ＰＢ
ＣＨを介してＭＩＢを受信した場合、ＣＥ－ＳＩメッセージを受信することを始めること
が可能である。セルＩＤは、セルの物理セルＩＤであることが可能である。
【００８７】
　別の例において、ＷＴＲＵがＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤにある場合、ＷＴＲＵは、Ｗ
ＴＲＵが受信した以前のＳＩメッセージタイプに基づいて、ＳＩメッセージタイプを決定
することが可能である。
【００８８】
　別の実施形態において、ＷＴＲＵは、物理チャネルのチャネル受信品質に基づいて、あ
るタイプのＳＩメッセージを受信しようと試みることが可能である。例えば、ＷＴＲＵが
、非ＣＥ　ＰＢＣＨを介してＭＩＢを受信した場合、ＷＴＲＵは、非ＣＥ　ＳＩメッセー
ジを受信することを始めることが可能であり、ＷＴＲＵが、ＣＥ－ＰＢＣＨを介してＭＩ
Ｂを受信した場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージを受信することを始めることが可
能である。別の例に関して、ＷＴＲＵが、ある数の復号試行でＣＥ－ＰＢＣＨを介してＭ
ＩＢを受信し、かつ、復号試行の数が事前定義された閾値を超えている場合、ＷＴＲＵは
、ＣＥ－ＳＩメッセージを受信することを始めることが可能であり、さもなければ、ＷＴ
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ＲＵは、非ＣＥ　ＳＩメッセージを受信することを始めることが可能である。別の例に関
して、ＷＴＲＵが、時間ウインドウにわたって同期信号からセルＩＤを検出した場合、か
つ、その時間ウインドウが、事前定義された閾値より長い場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩ
メッセージを受信することを開始することが可能である。
【００８９】
　別の実施形態において、ＷＴＲＵがＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤにある場合、ＷＴＲＵ
は、ＰＤＣＣＨ、強化されたＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）、および／またはＰＤＳＣＨの
ＣＥレベル（または反復の数）に基づいて、ＳＩメッセージタイプを決定することが可能
である。ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨのＣＥレベル（または反復の数）が、事前定義さ
れた数より高い場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージ受信を使用すること、または、
使用することを決定することが可能である。代替として、ＷＴＲＵによって受信された最
新のＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨの合計集約レベル（集約レベル×反復）が、事前定義
された閾値より大きい場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージ受信を使用すること、ま
たは、使用することを決定することが可能である。ＰＤＳＣＨの反復の数が、事前定義さ
れた数より大きい場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージ受信を使用すること、または
、使用することを決定することが可能である。
【００９０】
　ＷＴＲＵがＲＲＣ＿ＩＤＬＥにある場合、ＷＴＲＵは、ＰＢＣＨまたは同期チャネルの
チャネル品質に基づいて、ＳＩメッセージタイプを決定することが可能である。
【００９１】
　ＣＥ－ＳＩメッセージは、制御チャネルを介して送信されること、および／または、受
信されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＭＢＳＦＮサブフレームにおいて
送信されること、および／または、受信されることが可能である。
【００９２】
　実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＰＤＳＣＨなしにダウンリンク制御チャ
ネルを介して伝送されることが可能である。制御チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨまたはＥ
ＰＤＣＣＨ）は、１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージを搬送するのに使用されることが
可能であり、制御チャネルは、例えば、カバレッジ拡張のために反復で伝送されることが
可能である。
【００９３】
　ＣＥ－ＳＩメッセージは、複数のサブブロックに分割されることが可能であり、サブブ
ロックのそれぞれは、ＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット１ＣまたはＤＣ
Ｉフォーマット１Ａ）に対応することが可能である、あるペイロードサイズを超えないこ
とが可能である。ＤＣＩフォーマットに対応することが可能なペイロードサイズは、シス
テム帯域幅（またはダウンリンクにおけるＰＲＢの合計数）の関数として定義されること
が可能である。代替として、ペイロードサイズは、システム帯域幅にかかわらず固定され
た数であることが可能である。２つ以上のサブブロックは、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣ
Ｈを介して複数のサブフレームにわたって伝送されることが可能である。
【００９４】
　実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージのための２つ以上のサブブロックが、ＰＤＣ
ＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを介して複数のサブフレームにわたって伝送されることが可能で
あり、ここで、それらのサブブロックは、順次に伝送されることが可能である。例えば、
３つのサブブロックが、ＣＥ－ＳＩメッセージのために構成される場合、第１のサブブロ
ックは、第１の時間ウインドウ内で伝送されることが可能であり、第２のサブブロックは
、第２の時間ウインドウ内で伝送されることが可能であり、ここで、その２つの時間ウイ
ンドウは、重ね合わされていないことが可能であり、第２の時間ウインドウは、第１の時
間ウインドウより後に位置付けられることが可能である。これらのウインドウは、重ね合
わされていないことが可能であり、第３のサブブロックによって後続されることが可能で
ある。ＷＴＲＵが、それらのサブブロックのうちの１つを逸した場合、それは、変更期間
内にその逸せられたサブブロックを受信しようと試みることが可能である。
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【００９５】
　２つ以上のサブブロックが、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを介して複数のサブフレー
ムにわたって伝送される別の例において、サブブロックは、並行に伝送されることが可能
である。例えば、３つのサブブロックがＣＥ－ＳＩメッセージのために構成される場合、
各サブブロックは、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨに対応して搬送されることが可能であ
り、このため、３つのサブブロックを搬送するのに３つのＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ
を要求する。サブブロックを搬送する各ＰＤＣＣＨまたは各ＥＰＤＣＣＨは、その独自の
識別子（例えば、ＩＤ、スクランブリングＩＤ、およびＲＮＴＩのうちの１または複数）
でスクランブルされることが可能である。例えば、ＳＩ－ＲＮＴＩ－１、ＳＩ－ＲＮＴＩ
－２、およびＳＩ－ＲＮＴＩ－３などの３つの識別子が定義されることが可能であり、サ
ブブロックを搬送する各ＰＤＣＣＨまたは各ＥＰＤＣＣＨの巡回冗長検査（ＣＲＣ）は、
対応するＲＮＴＩでスクランブルされることが可能である。
【００９６】
　サブブロックを搬送するＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨの開始サブフレームは、サブフ
レームおよび／または無線フレームのサブセットであることが可能である。例えば、サブ
ブロックを搬送するＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは、反復して伝送されることが可能で
あり、開始サブフレームは、奇数の無線フレームごとにあるサブフレーム１であることが
可能である。別の例において、開始サブフレームは、サブブロックにしたがって異なるこ
とが可能である。
【００９７】
　ＣＥ－ＳＩメッセージは、可能な限り均等に分割されて、複数のサブブロックに入れら
れることが可能であり、サブブロックの数は、ＣＥ－ＳＩメッセージサイズおよびペイロ
ードサイズの関数として定義されることが可能である。例えば、ペイロードサイズがＮP

であり、ＣＥ－ＳＩメッセージサイズがＮSIである場合、サブブロックの数は、［ＮSI／
ＮP］であることが可能である。
【００９８】
　別の実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージは、事前定義された集約レベルおよび事
前定義された反復レベルで制御チャネルを介して伝送されることが可能である。ＷＴＲＵ
は、各サブフレームにおけるＰＤＣＣＨのために使用されるＯＦＤＭシンボルの数は、Ｗ
ＴＲＵが、ＰＤＣＣＨを介してＣＥ－ＳＩメッセージを受信する場合、事前定義された数
に固定されることが可能であるものと想定することが可能である。ＷＴＲＵは、ＥＰＤＣ
ＣＨに関する開始ＯＦＤＭシンボルは、ＷＴＲＵが、ＥＰＤＣＣＨを介してＣＥ－ＳＩメ
ッセージを受信する場合、事前定義された数に固定されることが可能であるものと想定す
ることが可能である。ＥＰＤＣＣＨのために利用可能なリソースは、ＣＳＩ－ＲＳ構成な
しに計算されることが可能である。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが、ＥＰＤＣＣＨを介してＣＥ
－ＳＩメッセージを受信する場合、サブフレームにおけるＣＳＩ－ＲＳ構成は存在しない
ものと想定することが可能である。
【００９９】
　完全なまたは部分的なＣＥ－ＳＩメッセージを搬送するＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ
は、ＰＤＣＣＨ共通探索空間またはＥＰＤＣＣＨ共通探索空間において伝送されることが
可能である。事前定義された集約レベルが使用されることが可能であり、事前定義された
集約レベルは、最大集約レベル、例えば、ＰＤＣＣＨにおいて８、およびＥＰＤＣＣＨに
おいて１６を超えないことが可能である。反復の数は、固定された数として、あるいは、
ＣＥ－ＳＩメッセージサイズ、システム帯域幅、集約レベル、および／または、ＣＲＳポ
ートの番号のうちの少なくとも１つの関数として事前定義されることが可能である。
【０１００】
　完全なまたは部分的なＣＥ－ＳＩメッセージを搬送するＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ
は、サブフレームのサブセットにおいて伝送されることが可能である。サブフレームのサ
ブセットは、ＷＴＲＵが、サブフレームのサブセット内の受信された信号を統合すること
が可能であるように連続的であることが可能である。サブフレームのサブセットは、ＣＥ



(24) JP 6293354 B2 2018.3.14

10

20

30

40

50

－ＳＩメッセージウインドウと呼ばれることが可能である。サブフレームのサブセットは
、時間領域において分散されることが可能である。例えば、サブフレーム｛０，４，５，
９｝のうちの１または複数が、完全なまたは部分的なＣＥ－ＳＩメッセージを搬送するＰ
ＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを伝送するのに使用されることが可能である。
【０１０１】
　別の実施形態において、１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージが、合計システム情報サ
イズにしたがって定義される、または、構成されることが可能である。例えば、合計シス
テム情報サイズが、事前定義された閾値より大きい場合、システム情報は、２つ以上のＣ
Ｅ－ＳＩメッセージに分割されることが可能であり、各ＣＥ－ＳＩメッセージは、制御チ
ャネルを介して搬送されることが可能である。
【０１０２】
　１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージが合計システム情報サイズにしたがって定義され
ること、または、構成されることが可能な実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージは、
ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを介して搬送されることが可能である。ここで、ＰＤＣＣ
ＨまたはＥＰＤＣＣＨの合計集約レベル（ＴＡＬ；ＮTAL＝ＮAL×ＮR）は、集約レベル（
ＮAL）と反復の数（ＮR）の掛け算として定義されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッ
セージのためのＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨのＴＡＬは、ＣＥ－ＳＩメッセージサイズ
、システム帯域幅、および／またはＭＢＳＦＮサブフレーム構成のうちの少なくとも１つ
の関数として定義されることが可能である。したがって、２つ以上のＣＥ－ＳＩメッセー
ジが、異なるＮTALで搬送されることが可能である。
【０１０３】
　１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージが合計システム情報サイズにしたがって定義され
ること、または、構成されることが可能な実施形態において、２つ以上のＣＥ－ＳＩメッ
セージが伝送される場合、各ＣＥ－ＳＩメッセージは、異なるＳＩ－ＲＮＴＩで伝送され
ることが可能である。例えば、２つのＣＥ－ＳＩメッセージが構成される、または、定義
される場合、２つのＳＩ－ＲＮＴＩが、ＳＩ－ＲＮＴＩ－１およびＳＩ－ＲＮＴＩ－２と
して定義されることが可能である。その２つ以上のＣＥ－ＳＩメッセージは、同一のサブ
フレームにおいて伝送されることが可能である。したがって、ＷＴＲＵは、ＳＩ－ＲＮＴ
Ｉに基づいて２つ以上のＣＥ－ＳＩメッセージを区別することが可能である。その２つ以
上のＣＥ－ＳＩメッセージは、重ね合わされていないサブフレームにおいて伝送されるこ
とが可能である。
【０１０４】
　別の実施形態において、２つ以上のＣＥ－ＳＩメッセージが定義されることが可能であ
る。ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を包含するＣＥ－ＳＩメッセージが、ＰＤＣＣＨまたは
ＥＰＤＣＣＨを介して伝送されることが可能である。他のＣＥ－ＳＩメッセージが、非Ｍ
ＢＳＦＮサブフレームにおいてＰＤＳＣＨを介して伝送されることが可能である。（ＭＢ
ＳＦＮサブフレーム構成を含むことが可能な）ＳＩＢ２を包含するＣＥ－ＳＩメッセージ
が、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを介して伝送されることが可能である。ＰＤＣＣＨま
たはＥＰＤＣＣＨを介して伝送されることが可能なものなどのＣＥ－ＳＩメッセージが、
非ＭＢＳＦＮサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームの両方において伝送されることが可
能である。ＳＩＢ１および／またはＳＩＢ２などのいくつかのＳＩＢを包含するＣＥ－Ｓ
Ｉメッセージが、例えば、最初に伝送されることが可能であり、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤ
ＣＣＨを介して搬送されることが可能である。他のＳＩＢを包含することが可能である他
のＣＥ－ＳＩメッセージが、関連付けられたＰＤＣＣＨまたは関連付けられたＥＰＤＣＣ
Ｈととともに、あるいは、関連付けられたＰＤＣＣＨも関連付けられたＥＰＤＣＣＨも伴
わずにＰＤＳＣＨ領域において伝送されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージが、
例えば、ｍｂｓｆｎ－ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇＬｉｓｔのためだけに定義されるこ
とが可能であり、ＣＥ－ＳＩメッセージが、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを使用して伝
送されることが可能である。ｍｂｓｆｎ－ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇＬｉｓｔのため
のＣＥ－ＳＩメッセージが最初に伝送されることが可能であり、その他のＣＥ－ＳＩメッ
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セージが後に続くことが可能である。その他のＣＥ－ＳＩメッセージは、関連付けられた
ＰＤＣＣＨまたは関連付けられたＥＰＤＣＣＨととともに、あるいは関連付けられたＰＤ
ＣＣＨも関連付けられたＥＰＤＣＣＨも伴わずにＰＤＳＣＨ領域において伝送されること
が可能である。
【０１０５】
　ＭＢＳＦＮサブフレームの構成は、ＳＩメッセージもしくはＣＥ　ＳＩメッセージにお
いて提供されること、または、ＳＩメッセージもしくはＣＥ　ＳＩメッセージに含められ
ることが可能である。ＷＴＲＵがＭＢＳＦＮサブフレーム構成を受信するまで、ＷＴＲＵ
は、ＭＢＳＦＮサブフレームのために使用されない（または決して使用されない）、もし
くは、ＭＢＳＦＮサブフレームであることが許されない（または決して許されない）可能
性があるサブフレームの場合を除いて、いずれのサブフレームが非ＭＢＳＦＮサブフレー
ムであることが可能であるかを確かには知らない可能性がある。
【０１０６】
　実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージは、非ＭＢＳＦＮサブフレームにおいて伝送
されることが可能であり、または、そうされることだけが可能である。ＣＥモードにおけ
るＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージが非ＭＢＳＦＮサブフレームまたは非ＭＢＳＦＮサ
ブフレーム候補において伝送されることが可能である、または、そうされることだけが可
能であるものと想定することが可能である。例えば、ＦＤＤにおけるサブフレーム０、４
、５、および９が、ＭＢＳＦＮサブフレーム構成のために使用されないことが可能であり
、したがって、ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のために使用される
無線フレームにおけるサブフレーム０、４、５、および９のうちの１または複数において
伝送されることが可能である。１つのＣＥ－ＳＩメッセージが存在する場合、メッセージ
は、常に非ＭＢＳＦＮサブフレームであることも、そうでないことも可能な（例えば、Ｍ
ＢＳＦＮサブフレームを識別することが可能なＭＢＳＦＮサブフレーム構成は、ＣＥ－Ｓ
Ｉメッセージに含められることが可能であるので）サブフレームのうちの１または複数に
おいて伝送されることが可能である。
【０１０７】
　別の実施形態において、２つ以上のＣＥ－ＳＩメッセージが定義されること、または、
構成されることが可能である。ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を包含することが可能である
少なくとも１つのＣＥ－ＳＩメッセージ（例えば、第１のＣＥ－ＳＩメッセージ）が、非
ＭＢＳＦＮサブフレーム、または、非ＭＢＳＦＮサブフレームであることがアプリオリ（
a priori）に知られていることが可能なサブフレーム、例えば、ＦＤＤのためのサブフレ
ーム０、４、５、および９において伝送されることが可能である。その他のＣＥ－ＳＩメ
ッセージ（例えば、後続のＣＥ－ＳＩメッセージ）は、ＭＢＳＦＮサブフレームとして構
成されない可能性がある、および／または、ＰＭＣＨ伝送のために使用されない可能性が
あるサブフレームにおいて伝送されることが可能である。ＭＢＳＦＮサブフレーム構成（
例えば、ｍｂｓｆｎ－ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇＬｉｓｔ）を包含するＣＥ－ＳＩメ
ッセージは、いずれのサブフレームがＭＢＳＦＮサブフレームとして構成されることが可
能であるか、および／または、いずれがＰＭＣＨ伝送のために使用されることが可能であ
るかを識別することが可能である。
【０１０８】
　ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を包含するＣＥ－ＳＩメッセージは、潜在的なＭＢＳＦＮ
サブフレーム（ＦＤＤのためのサブフレーム０、４、５、および９以外のサブフレーム）
において伝送されないことが可能である。ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を包含しないＣＥ
－ＳＩメッセージは、ＭＢＳＦＮサブフレームとして構成されていないサブフレームにお
いて伝送されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージの反復のために利用可能なサブ
フレームは、別のＣＥ－ＳＩメッセージに包含される情報（例えば、ｍｂｓｆｎ－Ｓｕｂ
ｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇＬｉｓｔ）の関数として決定されることが可能である。
【０１０９】
　２つ以上のＣＥ－ＳＩメッセージが定義されるまたは構成される実施形態において、Ｍ



(26) JP 6293354 B2 2018.3.14

10

20

30

40

50

ＢＳＦＮサブフレーム構成、例えば、ｍｂｓｆｎ－ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇＬｉｓ
ｔを包含するＣＥ－ＳＩメッセージは、サブフレーム０、４、５、および９などの、いく
つかのサブフレームにおいて伝送されることが可能である、または、伝送されることだけ
が可能である。例において、ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を包含するＣＥ－ＳＩメッセー
ジが、事前定義されたまたは構成された反復ウインドウにおいて反復して伝送される場合
、ＣＥ－ＳＩメッセージは、非ＣＥ　ＳＩＢ－１（例えば、偶数番号の付けられた無線フ
レームにおけるサブフレーム５）、サブフレーム｛１，２，３，６，７，８｝、および時
間領域複信（ＴＤＤ）アップリンクサブフレームを含むサブフレームを除いて、反復ウイ
ンドウ内のサブフレームにおいて反復的に伝送されることが可能である。別の例に関して
、ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を包含しないＣＥ－ＳＩメッセージが、事前定義された反
復ウインドウにおいて反復して伝送される場合、ＣＥ－ＳＩメッセージは、サブフレーム
ＳＩＢ１、ＭＢＳＦＮサブフレーム、およびＴＤＤアップリンクサブフレームを除いて、
反復ウインドウ内のサブフレームにおいて反復的に伝送されることが可能である。
【０１１０】
　２つ以上のＣＥ－ＳＩメッセージが定義されるまたは構成される実施形態において、Ｍ
ＢＳＦＮサブフレーム構成を包含するＣＥ－ＳＩメッセージは、事前定義された反復数Ｎ

Rで伝送されることが可能である。この事例において、ＣＥ－ＳＩメッセージは、非ＣＥ
　ＳＩＢ－１を包含するサブフレーム（例えば、偶数番号の付けられた無線フレームにお
けるサブフレーム５）、サブフレーム｛１，２，３，６，７，８｝、およびＴＤＤアップ
リンクサブフレームを含むサブフレームを除いて、連続するＮRのサブフレームにおいて
反復的に伝送されることが可能である。ＭＢＳＦＮサブフレーム構成を包含しないＣＥ－
ＳＩメッセージは、事前定義された反復数ＮRで伝送されることが可能である。ＣＥ－Ｓ
Ｉメッセージは、ＳＩＢ－１を包含するサブフレーム、ＭＢＳＦＮサブフレーム、および
ＴＤＤアップリンクサブフレームを含むサブフレームを除いて、連続するＮRのサブフレ
ームにおいて反復的に伝送されることが可能である。
【０１１１】
　別の実施形態において、潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームのサブセットが、ＣＥ－ＳＩ
メッセージ伝送のために使用されることが可能である。例えば、｛１，２，３，６，７，
８｝などの潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームのなかで、｛１，２｝などのサブフレームの
サブセットが、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のために使用されることが可能である。この事
例において、潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームのサブセットにおいて、ＷＴＲＵは、復調
参照信号（ＤＭ－ＲＳ）（例えば、アンテナポート７）を使用してＰＤＳＣＨを受信する
ことが可能である。ＤＲ－ＲＳは、同期チャネルから検出されたセルＩＤでスクランブル
されることが可能である。
【０１１２】
　潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームの２つ以上のサブセットが定義されることが可能であ
る。ＣＥ－ＳＩメッセージを包含するＰＤＳＣＨが、潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームの
第１のサブセットにおけるＤＭ－ＲＳを使用して受信されることが可能であり、ＣＥ－Ｓ
Ｉメッセージを包含するＰＤＳＣＨが、潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームの別のサブセッ
トにおけるＣＲＳを使用して受信されることが可能である。ＰＤＳＣＨ受信は、潜在的な
ＭＢＳＦＮサブフレームのサブセットに依存することが可能である。
【０１１３】
　ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のためのサブフレームのサブセットは、事前定義されること
が可能である。潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームのサブセットが、すべての無線フレーム
におけるＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のために使用されることが可能である。潜在的なＭＢ
ＳＦＮサブフレームのサブセットが、無線フレームのサブセットにおけるＣＥ－ＳＩメッ
セージ伝送のために使用されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージのために潜在的
なＭＢＳＦＮサブフレームを使用する無線フレームは、事前定義されることが可能である
。代替として、ＣＥ－ＳＩメッセージのために潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームを使用す
る無線フレームは、物理セルＩＤの関数として暗黙に構成されることが可能である。
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【０１１４】
　ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のための潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームのサブセットは、
ブロードキャストするチャネルを介して構成されることが可能である。例えば、２つ以上
のＣＥ－ＳＩメッセージが、定義されることまたは構成されることが可能であり、第１の
ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のための潜在的なＭＢＳＦＮサブフ
レームのサブセットと関係する情報を含むことが可能である。
【０１１５】
　ＣＥ　ＷＴＲＵは、ＰＢＣＨ（例えば、ＭＩＢ）からＣＥ－ＳＩメッセージ構成関連の
情報を受信することが可能である。
【０１１６】
　別の実施形態において、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤモードにおけるＷＴＲＵが、ＭＢ
ＳＦＮサブフレームとして構成されないことが可能である潜在的なＭＢＳＦＮサブフレー
ムにおいてＣＥ－ＳＩメッセージを受信することが可能であり、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥにおけ
るＷＴＲＵが、すべての潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームにおいてＣＥ－ＳＩメッセージ
を受信することが可能でない。反復ウインドウは、ＴＴＩの数、連続的なサブフレーム、
または無線フレームとして定義されることが可能である。反復ウインドウ内で、ＣＥ－Ｓ
Ｉメッセージは、ＣＥ－ＳＩメッセージを搬送することが可能ないくつかのまたはすべて
のサブフレームにおいて反復的に伝送されることが可能である。例えば、ＣＥ－ＳＩメッ
セージを搬送するサブフレームは、非ＭＢＳＦＮサブフレームとして定義されることが可
能である。別の例に関して、ＣＥ－ＳＩメッセージを搬送するサブフレームは、ＳＩＢ１
を包含しない非ＭＢＳＦＮサブフレームとして定義されることが可能である。別の例に関
して、ＣＥ－ＳＩメッセージを搬送するサブフレームは、非潜在的なＭＢＳＦＮサブフレ
ーム（例えば、サブフレーム｛０，４，５，９｝）として定義されることが可能である。
【０１１７】
　ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のために使用されるサブフレーム
における、ある周波数ロケーションにおいて反復的に伝送されることが可能である。ＲＲ
Ｃ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤモードにおけるＷＴＲＵに関して、そのＷＴＲＵは、そのＷＴＲ
ＵがＣＥ－ＳＩメッセージを受信する必要がある場合、ＭＢＳＦＮサブフレームとして構
成されないことが可能であるサブフレーム｛１，２，３，６，７，８｝においてＣＥ－Ｓ
Ｉを受信することが可能である。ＭＢＳＦＮサブフレーム構成は、より上位のレイヤシグ
ナリングを介してＷＴＲＵに知らされることが可能である。ＲＲＣ－ＩＤＬＥにおけるＷ
ＴＲＵに関して、ＷＴＲＵは、すべての潜在的なＭＢＳＦＮサブフレームがＭＢＳＦＮサ
ブフレームとして構成されるものと想定することが可能である。
【０１１８】
　ＣＥ－ＳＩメッセージの反復期間が、提供されることおよび／または使用されることが
可能である。
【０１１９】
　ＣＥ－ＳＩメッセージが、複数の反復を許すように符号化されることが可能である。許
されるＣＥ－ＳＩメッセージ反復の数は、非ＣＥ　ＳＩ手順と比べて増大されて、ＣＥ－
ＳＩメッセージを復号するさらなる時間および反復をＣＥ　ＷＴＲＵに許すことが可能で
ある。
【０１２０】
　実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージは、ＣＥ反復期間内のＳＩＢが変化しないよ
うに、構成されたウインドウまたはＣＥ反復期間に関して繰り返されることが可能である
。このため、ＣＥ　ＷＴＲＵは、ＣＥ反復期間内に受信された１または複数のＣＥ－ＳＩ
メッセージを組み合わせて、反復期間内のＣＥ－ＳＩメッセージ、例えば、すべてのＣＥ
－ＳＩメッセージを復号することを許されることが可能である。実施形態において、ＣＥ
反復ウインドウは、別個に定義されることが可能であり、または、ＣＥ－ＳＩメッセージ
に関して（例えば、非ＣＥ　ＳＩメッセージとは）異なるウインドウサイズを有するＳＩ
ウインドウとして定義されることが可能である。実施形態において、ＣＥ反復ウインドウ
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は、ＣＥ－ＳＩメッセージに関して、非ＣＥ　ＳＩメッセージと比べて、より大きいこと
が可能である。実施形態において、同一のＣＥ－ＳＩメッセージが、反復ウインドウ内で
複数回、繰り返されることが可能であり、ＣＥ－ＳＩメッセージは、反復ウインドウ内で
変化しないことが可能である。ＷＴＲＵは、例えば、ＣＥ反復ウインドウ内またはＳＩウ
インドウ内のＣＥ－ＳＩメッセージの複数の反復を使用して、組み合わせて、または互い
に関係付けて、ＣＥ－ＳＩメッセージを読み取り、復号すること、あるいは読み取ること
または復号することに成功することが可能である。
【０１２１】
　ＷＴＲＵは、ＣＥ反復期間において利用可能であるＳＩＢ、ならびに、ＣＥ反復ウイン
ドウ内のＣＥ－ＳＩメッセージのマッピングおよびスケジューリングを有して事前構成さ
れることが可能である。代替として、ＷＴＲＵは、知られているロケーションからスケジ
ューリング情報およびマッピング情報を得て、スケジューリング情報を獲得すると、それ
が、セルによって伝送されているＣＥ－ＳＩメッセージをどこで、どのように獲得するこ
とができるかを決定することが可能である。
【０１２２】
　ＣＥ反復期間の持続時間は、ＷＴＲＵにおいて事前構成されること、または、より上位
のレイヤによってＷＴＲＵに提供されること（例えば、セル選択がトリガされる前にＰＬ
ＭＮ構成と一緒に）が可能である。代替として、ＷＴＲＵは、例えば、以前の反復期間に
おいて、事前定義されたリソースを使用してスケジューリング情報を獲得することによっ
てＣＥ反復期間の持続時間を決定することが可能である。
【０１２３】
　実施形態において、ＷＴＲＵは、ＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎＩｎｄｉｃａｔｉｏｎと呼
ばれることが可能な表示を探して、次の反復ウインドウにおけるＳＩメッセージが変化を
有するかどうかを決定するように構成されることが可能である。このことは、ＷＴＲＵが
、ＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎＦｌａｇを読み取り、ページングメッセージを受信する必要
なしに変更期間の概念に従うことができるようにすることが可能である。
【０１２４】
　実施形態において、ＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎＩｎｄｉｃａｔｉｏｎフラグが、事前定
義されたロケーションで、または、第１のＣＥ－ＳＩ伝送機会に送られることが可能であ
り、ＷＴＲＵは、この固定されたロケーションでそれを探すこと、または、探すように構
成されることが可能である。例えば、ＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎＩｎｄｉｃａｔｉｏｎフ
ラグは、ＭＩＢ（またはＣＥ－ＭＩＢ）に位置付けられることが可能である。別の実施形
態において、ＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎＩｎｄｉｃａｔｉｏｎは、後続の反復ウインドウ
のために反復ウインドウにおいて送られるスケジューリング情報の一部であることが可能
である。ＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎＩｎｄｉｃａｔｉｏｎフラグは、Ｎのフレームまたは
サブフレームごとに、および／または、いくつかのＳＦＮ上で変化することを許されるこ
とが可能である、または、そうすることだけが可能であり、ここで、Ｎは、大きい数であ
ることが可能である。ＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎＩｎｄｉｃａｔｉｏｎフラグは、変更状
態または変更値を示す１または複数のビット（例えば、２ビット）を含むことが可能であ
り、これを、ＷＴＲＵが以前の状態または値と比較して、変化があったまたは変化がある
であろうか否かを決定することが可能である。
【０１２５】
　別の実施形態において、いくつかの反復期間が、変更のために確保されることが可能で
あり、ＷＴＲＵは、構成されたパラメータまたは知られている反復シーケンスに基づいて
、いずれの反復期間が変更された情報またはＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎＩｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎを含むかを決定するように構成されることが可能である。例えば、ＷＴＲＵが、５番
目ごとの反復期間が変更されたＳＩメッセージを含むことが可能であることを知るように
構成されることが可能であり、そのＷＴＲＵは、このウインドウにおいてＭｏｄｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎＩｎｄｉｃａｔｉｏｎを探すことが可能である。
【０１２６】
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　ＣＥ　ＷＴＲＵに対する動作をできるようにすることが可能なＣＥ－ＳＩメッセージの
複数の反復は、セルにおけるオーバヘッドを増大させる可能性がある。そのオーバヘッド
のいくつかを低減することを助けることが可能な実施形態が説明される。
【０１２７】
　実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のための反復ウインドウは、数において
限定されることが可能であり、それらの反復ウインドウは、連続的であることも、そうで
ないことも可能である。残りの時間は、ＣＥ－ＳＩメッセージなしに非ＣＥ変更期間のた
めに使用されることが可能である。例えば、強化されたカバレッジのための反復を有する
ＣＥ－ＳＩメッセージは、１０．２４秒ごとに２秒未満であることが可能である。
【０１２８】
　実施形態において、ＷＴＲＵは、ＣＥ反復ウインドウおよび非ＣＥ変更期間の発生を示
すパターンを有して構成されることが可能である。ＳＩ変更期間を使用する非ＣＥ　ＳＩ
伝送は、ＣＥ反復ウインドウにおけるＣＥ－ＳＩ伝送と並行に生じることが可能である。
ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵ実施様態に基づいて、両方をリッスンすること、または、
一方を他方より優先することが可能である。
【０１２９】
　ＣＥ　ＷＴＲＵは、ＣＥ反復期間がいつ生じるかを決定することが可能であり、または
、決定するように構成されることが可能であり、その時点で起動することが可能であり、
または、その時点で起動だけすることが可能である。例えば、ＷＴＲＵは、ＳＮＦ　ｍｏ
ｄ　Ｘ＝０である場合に反復ウインドウが開始すること、および、反復期間の持続時間が
Ｙ時間であることを決定する、知る、または知るように事前構成されることが可能である
。例えば、Ｘは、１０２４であることが可能であり、Ｙは、２秒であることが可能である
。Ｘフレームの期間（例えば、１０．２４秒）内で、ＣＥ－ＳＩ反復ウインドウは、構成
されたＳＦＮサイクルの最初のＹ時間（例えば、２秒）において生じることが可能である
。
【０１３０】
　ＷＴＲＵは、ＣＥ－ＳＩメッセージと非ＣＥ　ＳＩメッセージを同一のフレームにおい
て別々に、並行に、または同時に受信することを許す規則に従うことが可能であり、また
は、そのような規則を有して構成されることが可能である。ＣＥ　ＷＴＲＵは、限定され
たバッファ容量を有することが可能であり、例えば、ＷＴＲＵが低コストデバイスである
場合、同一の伝送時間間隔（ＴＴＩ）においてＣＥ－ＳＩメッセージと非ＣＥ　ＳＩメッ
セージの両方を獲得することができない可能性がある。ＣＥモードデバイスは、ＣＥデバ
イスによって使用される反復ウインドウ上で起動することが可能であり、または、そのよ
うな反復ウインドウ上で起動だけするように構成されることが可能である。ＣＥモードデ
バイスは、非ＣＥ　ＳＩメッセージ獲得よりもＣＥ－ＳＩメッセージ獲得を優先すること
が可能であり、または、そのようにするように構成されることが可能である。非ＣＥモー
ドデバイスは、非ＣＥ－ＳＩメッセージ獲得を優先するように構成されることが可能であ
る。
【０１３１】
　ＣＥ－ＳＩメッセージは、動的スケジューリング、半静的スケジューリング、または事
前定義されたスケジューリングのうちの１または複数を使用してスケジューリングされる
ことが可能である。
【０１３２】
　例えば、ＰＤＣＣＨリソース、ＥＰＤＣＣＨリソース、およびＰＤＳＣＨリソースのう
ちの１または複数を含むことが可能である事前定義されたまたは構成されたリソースが、
将来のＳＩ変更期間（または反復期間もしくは反復ウインドウ）においてＳＩに関する情
報を提供するように１つの変更期間（または反復期間もしくは反復ウインドウ）において
使用されることが可能である。ＳＩに関する情報は、例えば、１または複数のＳＩメッセ
ージ（例えば、ＳＩＢ）に関するスケジューリング情報を含むことが可能である。スケジ
ューリング情報は、例えば、いずれの１つのフレームもしくは複数のフレーム、および／
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または、１つのサブフレームもしくは複数のサブフレームにおいて、かつ、いずれの時間
周波数リソース（例えば、ＲＢ）において、そのＳＩメッセージまたはそれらのＳＩメッ
セージが見出されることが可能であるかについての決定（例えば、ＷＴＲＵによる）をす
ることができるようにすることが可能である情報を含むことができる。スケジューリング
情報は、将来のＳＩ変更期間（または反復期間もしくは反復ウインドウ）に関することが
可能である。例えば、ｅＮＢが、いつ（例えば、フレームおよび／またはサブフレーム）
、および／または、いずれのリソース（例えば、ＲＢ）において、次の変更期間における
ＣＥ－ＳＩを見出すべきかをＷＴＲＵが決定することができるようにすることが可能な、
ＣＥ－ＳＩ（例えば、ＣＥ　ＳＩＢ）に関するスケジューリング情報を１つのＳＩ変更期
間において送信することが可能であり、ＷＴＲＵがそれを受信することが可能である。変
更期間、反復期間、反復ウインドウ、時間期間、および時間ウインドウという用語は、本
明細書において互換的に使用されることが可能である。
【０１３３】
　スケジューリング情報は、コンパクトスケジューリング情報に含められることが可能で
あるものなどの情報を含むことが可能である。そのような情報は、例えば、ＷＴＲＵが、
ＣＥ－ＳＩおよび／またはそのコンテンツを搬送するＰＤＳＣＨを見出すこと、獲得する
こと、および／または読み取ることをできるようにすることが可能な、リソース割当てま
たはＭＳＣレベルに関する情報を含むことが可能である。実施形態において、スケジュー
リング情報は、例えば、スケジューリング情報に含められること、または、スケジューリ
ング情報とともに含められることも可能である変更期間内、または、別の時間ウインドウ
内のＣＥ－ＳＩの反復に関する情報を含むことが可能である。スケジューリング情報は、
ＤＣＩフォーマットに関連付けられることが可能である、ＤＣＩフォーマットおよび／ま
たはＰＤＳＣＨに含められることが可能である。ＤＣＩフォーマットは、ＣＥ　ＷＴＲＵ
によって使用されることが可能である、新たなＲＮＴＩ（例えば、ＣＥ－ＳＩ－ＲＮＴＩ
）でスクランブルされることが可能である。
【０１３４】
　ＣＥ　ＷＴＲＵなどのＷＴＲＵが、ＣＥ－ＳＩ－ＲＮＴＩでスクランブルされることが
可能な、ＣＥ－ＳＩスケジューリング情報を受信することおよび／または復号することが
可能である。ＷＴＲＵは、このスケジューリング情報を使用して、ＣＥ－ＳＩを位置付け
ることおよび／または獲得することが可能である。ＷＴＲＵは、事前定義されたまたは構
成されたロケーション（例えば、チャネル、フレーム、サブフレーム、および／またはＲ
Ｂなどのリソース）からのＣＥ－ＳＩスケジューリング情報を受信することが可能である
。
【０１３５】
　ＷＴＲＵは、ダウンリンク制御情報なしにＣＥ－ＳＩメッセージを受信することが可能
である。実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージを搬送するＰＤＳＣＨに関する時間／
周波数リソースおよびＭＳＣレベルのうちの１または複数が事前定義されることが可能で
ある。
【０１３６】
　事前定義された時間／周波数リソースは、ＳＩＢ１を包含するサブフレーム、潜在的な
ＭＢＳＦＮサブフレーム（例えば、ＦＤＤにおけるサブフレーム｛１，２，３，６，７，
８｝）およびＴＤＤアップリンクサブフレームのうちの１または複数などのいくつかのサ
ブフレームを除外することが可能である、１または複数のサブフレームにわたるＰＤＳＣ
Ｈ領域に位置付けられることが可能である。時間／周波数リソースは、１または複数のサ
ブフレームにおけるＰＲＢのセットであることが可能である。ＰＲＢのセットは、すべて
のシステム帯域幅に関して共通であることが可能な固定されたロケーションに位置付けら
れることが可能である。例えば、中央の６のＰＲＢが、ＣＥ－ＳＩメッセージのために使
用されることが可能である。
【０１３７】
　実施形態において、ＰＲＢのセットは、ＰＢＣＨ反復を包含しないサブフレーム｛４，
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９｝などの、いくつかのサブフレームに、または、そのようなサブフレームにだけ位置付
けられることが可能である。実施形態において、ＰＲＢのセットは、ある時間フレーム内
のサブフレームに位置付けられることが可能である。例えば、無線フレームのサブセット
が、ＣＥ－ＳＩメッセージのために使用されることが可能である。ＷＴＲＵは、その無線
フレームのＳＦＮ番号を最初に調べるまたは決定することが可能であり、そのＳＦＮ番号
が１または複数の事前定義された条件を満たす場合、ＷＴＲＵは、その無線フレームにお
いてＣＥ－ＳＩメッセージを受信しようと試みることが可能である。別の例に関して、無
線フレームのサブセットが、ＣＥ－ＳＩメッセージのために使用されることが可能であり
、無線フレームのサブセットは、物理セルＩＤの関数として定義されることが可能である
。ＣＥ－ＳＩメッセージを包含するＰＤＳＣＨに関する変調次数は、四位相偏移変調（Ｑ
ＰＳＫ）として固定されることが可能である。
【０１３８】
　ＣＥ－ＳＩメッセージを包含するＰＲＢのセットのロケーションは、ダウンリンクシス
テム帯域幅、物理セルＩＤ、ＭＢＳＦＮサブフレーム構成、サブフレーム番号、無線フレ
ーム番号、および／またはＣＲＳポートの番号のうちの少なくとも１つの関数として定義
されることが可能である。実施形態において、ＰＲＢのセットは、システム帯域幅にわた
って分散されることが可能である。実施形態において、ＰＲＢのセットは、システム帯域
幅内に位置付けられることが可能であり、そのロケーションは、物理セルＩＤの関数とし
て定義されることが可能である。例において、物理セルＩＤとＰＲＢの合計数（例えば、
ＣＥ－ＳＩメッセージに関するＰＲＢの数）のモジュロ演算が、ＣＥ－ＳＩメッセージを
包含するＰＲＢセットの最初のＰＲＢを決定することが可能であり、または、決定するよ
うに使用されることが可能である。１または複数のＲＢＧが、ＰＲＢのセットとして使用
されることが可能である。別の例において、ＰＲＢのセットは、連続するＮのＰＲＢなど
のＮのＰＲＢであることが可能であり、開始ＰＲＢ番号（またはＰＲＢセットのロケーシ
ョンの別の識別子）は、物理セルＩＤ、システム帯域幅、サブフレーム番号、無線フレー
ム番号、および／または選択パラメータのうちの少なくとも１つの関数として決定される
ことが可能である。選択パラメータは、ＭＩＢにおいて提供されることが可能である。選
択パラメータは、その他のパラメータのうちの１または複数の関数であることが可能な、
複数のＰＲＢセット候補のなかのＰＲＢセットを識別することが可能であり、または、決
定するのに使用されることが可能である。
【０１３９】
　ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のためのＰＲＢの数（例えば、Ｎ）は、６（例えば、Ｎ＝６
）などの固定された数であることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のためのＰＲ
Ｂの数は、ＭＩＢにおいて示されることが可能であり、システム帯域幅の関数として決定
されることが可能であり、および／または、ＭＩＢにおけるシステムパラメータの関数と
して決定されることが可能である。ＣＥ－ＳＩメッセージを包含するＰＤＳＣＨに関する
変調次数は、ＱＰＳＫとして固定されることが可能である。
【０１４０】
　別の実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージを搬送するＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣ
Ｈの時間／周波数ロケーションは、事前定義されることが可能である。例えば、共通探索
空間における最初のＮのＣＣＥが、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のために使用されることが
可能であり、ここで、Ｎは、事前定義されることが可能であり、または、サブフレーム番
号および／またはＳＦＮ番号の関数として定義されることが可能である。別の例に関して
、共通探索空間内のＮのＣＣＥのロケーションは、時間にしたがって変化させられること
が可能である。サブフレームのサブセットが、ＣＥ－ＳＩメッセージを包含するＰＤＣＣ
ＨまたはＥＰＤＣＣＨを搬送することが可能である。例えば、ページングのための潜在的
なサブフレームは、ＣＥ－ＳＩメッセージ伝送のために使用されないことが可能である。
ＣＥ－ＳＩメッセージを包含するＮのＣＣＥのロケーションは、サブフレーム番号および
／またはＳＦＮ番号の関数として時間の経過につれて変化させられることが可能である。
【０１４１】
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　実施形態において、ＣＥ－ＳＩメッセージは、１または複数のリソース候補において伝
送されて、ＷＴＲＵが、そのＣＥ－ＳＩメッセージを受信するのにそれらのリソース候補
を監視することが可能である、または、監視する必要があることが可能である。ＣＥ－Ｓ
Ｉメッセージを伝送することが可能な１または複数のリソース候補は、ＰＤＳＣＨ、ＰＤ
ＣＣＨ、またはＥＰＤＣＣＨの１または複数のセットであることが可能である。各リソー
ス候補において、変調次数は、固定されることが可能である（例えば、ＱＰＳＫ）。各リ
ソース候補において、変調次数のセットが使用されることが可能であり、ＷＴＲＵは、そ
のセット内でＣＥ－ＳＩメッセージを盲目的に検出することが可能であり、または、その
ように検出する必要がある可能性がある。１または複数のリソース候補が事前定義される
ことが可能である。実施形態において、それらのリソース候補は、別々の時間／周波数リ
ソースにおいて定義されることが可能である。例えば、サブフレームにおける重ね合わさ
れていないＰＲＢセットが、それらのリソース候補として使用されることが可能である。
別の例に関して、異なるサブフレームにおける同一のＰＲＢセットが、それらのリソース
候補として使用されることが可能である。
【０１４２】
　ｅＮＢは、ＣＥ　ＷＴＲＵなどの少なくともいくつかのＷＴＲＵに向けられることが可
能な１または複数のＳＩＢを伝送することが可能である。これらの１または複数のＳＩＢ
（ＣＥ－ＳＩＢ）は、これらのＷＴＲＵに向けられることが可能なシステム情報を、少な
くとも他のいくつかのＷＴＲＵ（例えば、非ＣＥ　ＷＴＲＵ）に向けられることが可能な
ＳＩＢに含められることが可能な情報と組み合わせることが可能である。
【０１４３】
　１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージが、提供されることおよび／または使用されるこ
とが可能である。それらのＣＥ－ＳＩメッセージのうちの少なくとも１つは、関連付けら
れたＰＤＣＣＨも、関連付けられたＥＰＤＣＣＨも伴わずにＰＤＳＣＨによって搬送され
ることが可能である。例えば、それらのＣＥ－ＳＩメッセージのうちの少なくとも１つが
、知られているまたは決定された時間／周波数ロケーションにおいて伝送されることが可
能である。時間／周波数ロケーションは、事前定義されること、事前構成されること、ま
たは獲得されたシステム情報またはシステム信号の関数として決定されることが可能であ
る。例えば、それらのＣＥ－ＳＩメッセージのうちの少なくとも１つの時間／周波数ロケ
ーションは、ＭＩＢにおける構成、物理セルＩＤ、ＳＦＮ、サブフレーム番号、または別
のＣＥ－ＳＩメッセージのうちの１または複数から知られること、または、決定されるこ
とが可能である。知られる、および、決定されるという用語は、本明細書において互換的
に使用されることが可能である。
【０１４４】
　実施形態において、あるＣＥ－ＳＩメッセージ（例えば、第１のＣＥ－ＳＩメッセージ
）が、知られているまたは決定された時間および周波数ロケーションにおいて（例えば、
知られているまたは決定された時間および周波数ロケーションにおけるＰＤＳＣＨにおい
て）伝送されることが可能である。そのあるＣＥ－ＳＩメッセージは、１または複数の後
続のＣＥ－ＳＩメッセージに関するスケジューリング情報が伝送されることが可能なＥＰ
ＤＣＣＨ共通探索空間を示すことが可能である。例えば、そのあるＣＥ－ＳＩメッセージ
は、ＣＥモードに関連することが可能な、ＥＰＤＣＣＨ共通探索空間のロケーションを包
含することが可能であり、ＣＥ　ＷＴＲＵは、ＥＰＤＣＣＨ共通探索空間を監視して、別
のＣＥ－ＳＩメッセージのスケジューリング情報を獲得することが可能である。ＣＥモー
ドに関連付けられたＥＰＤＣＣＨ共通探索空間は、いくつかのサブフレームおよび／また
は無線フレームにおいて伝送されることが可能である。
【０１４５】
　別の実施形態において、あるＣＥ－ＳＩメッセージ（例えば、第１のＣＥ－ＳＩメッセ
ージ）が、知られているまたは決定された時間および周波数ロケーションにおけるＰＤＳ
ＣＨを介して伝送されることが可能であり、そのあるＣＥ－ＳＩメッセージが、他のＣＥ
－ＳＩメッセージの時間および周波数ロケーションを含むことが可能である。そのあるＣ
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Ｅ－ＳＩメッセージは、ＳＩＢ－１を含むＣＥ－ＳＩメッセージであることが可能であり
、または、そのあるＣＥ－ＳＩメッセージは、２つ以上のＣＥ－ＳＩメッセージが使用さ
れる場合、最初のＣＥ－ＳＩメッセージであることが可能である。例において、そのある
ＣＥ－ＳＩメッセージに関する時間および周波数ロケーションは、奇数番号の付けられた
ＳＦＮにおけるサブフレーム５における中央の６のＰＲＢなど、事前定義されることが可
能である。別の例において、そのあるＣＥ－ＳＩメッセージに関する時間および周波数ロ
ケーションは、以前のシステム情報（例えば、ＭＩＢまたはＣＥ－ＭＩＢ）から獲得され
たシステムパラメータの関数として決定されることが可能である。
【０１４６】
　別の実施形態において、第１のＣＥ－ＳＩメッセージが、知られているまたは決定され
た時間および周波数ロケーションにおいて伝送されることが可能である。別の、例えば、
後続のＣＥ－ＳＩメッセージの時間および周波数ロケーションは、以前のＣＥ－ＳＩメッ
セージによって示されることが可能である。例えば、３つのＣＥ－ＳＩメッセージが使用
される場合、最初のＣＥ－ＳＩメッセージロケーションは、知られているまたは決定され
ることが可能であり、２番目のＣＥ－ＳＩメッセージロケーションは、最初のＣＥ－ＳＩ
メッセージから示されることが可能である。３番目のＣＥ－ＳＩメッセージロケーション
は、最初のまたは２番目のＣＥ－ＳＩメッセージから示されることが可能である。
【０１４７】
　別の実施形態において、あるＣＥ－ＳＩメッセージ（例えば、第１のＣＥ－ＳＩメッセ
ージ）を搬送するＰＤＳＣＨのスケジューリング情報が、ＭＩＢ（例えば、ＣＥ－ＭＩＢ
）から示されることが可能である。例えば、そのＭＩＢ（またはＣＥ－ＭＩＢ）は、周波
数ロケーション、時間ロケーション、変調次数、トランスポートブロックサイズ（ＴＢ）
サイズ、およびＲＰＢの数の１または複数を含むことが可能な、そのあるＣＥ－ＳＩメッ
セージのスケジューリング情報を搬送することが可能である。
【０１４８】
　別の実施形態において、あるＣＥ－ＳＩメッセージ（例えば、第１のＣＥ－ＳＩメッセ
ージ）を搬送するＰＤＳＣＨは、知られている時間および周波数ロケーションにおいて伝
送されることが可能であり、他のスケジューリング情報は、ＭＩＢ（またはＣＥ－ＭＩＢ
）から示されることが可能である。例において、ＰＤＳＣＨの変調次数、および、ＴＢＳ
サイズは、ＭＩＢ（またはＣＥ－ＭＩＢ）から示されることが可能である。別の例におい
て、ＰＤＳＣＨの変調次数は、固定される（例えば、ＱＰＳＫ）ことが可能であり、ＴＢ
Ｓサイズのセットは、そのあるＣＥ－ＳＩメッセージに関して定義されることが可能であ
る。ＴＢＳサイズのサブセットは、ＭＩＢから示されることが可能である。ＣＥ　ＷＴＲ
Ｕは、ＴＢＳサイズのサブセット内でブラインド復号試行を実行することが可能である。
【０１４９】
　別の実施形態において、あるＣＥ－ＳＩメッセージ（例えば、第１のＣＥ－ＳＩメッセ
ージ）を搬送するＰＤＳＣＨは、知られている時間ロケーション（例えば、サブフレーム
および／または無線フレーム）において伝送されることが可能であり、その他のスケジュ
ーリング情報は、ＭＩＢ（またはＣＥ－ＭＩＢ）から示されることが可能である。例にお
いて、ＰＤＳＣＨの周波数ロケーションとＴＢＳサイズのセットが、ＭＩＢ（またはＣＥ
－ＭＩＢ）から示されることが可能であり、ここで、周波数ロケーションとＴＢＳサイズ
のセットは、可能なすべての候補のサブセットであることが可能である。別の例において
、ＰＤＳＣＨの周波数ロケーションのセットが、物理セルＩＤと、システムＢＷとを含む
１つまたは複数のシステムパラメータの関数として決定されることが可能であり、そのセ
ット内の周波数ロケーションは、ＭＩＢ（またはＣＥ－ＭＩＢ）から明示的に示されるこ
とが可能であり、ここで、周波数ロケーションのセットは、可能なすべての候補のサブセ
ットであることが可能である。ＴＢＳサイズのセットが、システムパラメータのうちの１
または複数の関数として決定されることが可能であり、セット内のＴＢＳサイズは、ＭＩ
Ｂ（またはＣＥ－ＭＩＢ）から明示的に示されることが可能であり、ここで、ＴＢＳサイ
ズのセットは、可能なすべての候補のサブセットであることが可能である。
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【０１５０】
　１または複数のＣＥ－ＳＩメッセージが、ＰＤＳＣＨによって搬送されることが可能で
あり、ＰＤＳＣＨの周波数ロケーションは、システムパラメータ、ＣＥ－ＳＩメッセージ
番号、および／またはサブフレームおよび無線フレーム番号の関数として決定されること
が可能である。例において、第１のＣＥ－ＳＩメッセージおよび第２のＣＥ－ＳＩメッセ
ージの周波数ロケーションは、あるサブフレームおよび／またはある無線フレームにおい
て異なることが可能である。別の例において、あるＣＥ－ＳＩメッセージの周波数ロケー
ションは、サブフレーム番号および／または無線フレーム番号（例えば、ＳＦＮ）にした
がって異なることが可能である。あるＣＥ－ＳＩメッセージの周波数ロケーションは、サ
ブフレーム番号、無線フレーム番号、および／または関連付けられたＳＩ－ＲＮＴＩの関
数として決定されることが可能である。
【０１５１】
　ページングなしのＳＩ更新検出のための手段が提供されることおよび／または使用され
ることが可能である。
【０１５２】
　ＷＴＲＵは、値タグが、ＷＴＲＵが記憶した値タグ、例えば、その値タグの以前の読取
り値とは異なるかどうかに基づいて、いくつかのＳＩＢ（例えば、値タグに関連付けられ
たＳＩＢ）が更新されているかどうかを決定することが可能である。その値タグは、ＳＩ
Ｂ１などの、あるＳＩＢを読み取ることから得られることが可能である。
【０１５３】
　ＣＥ　ＷＴＲＵをサポートするｅＮＢが、ある事前定義された時間に（例えば、ＳＩＢ
１は、２０ミリ秒ごとにサブフレーム５において伝送されることが可能である）、かつ、
ある時間ウインドウ内またはある変更期間内などの、各伝送において同一の時間／周波数
リソース（例えば、同一のＲＢ）において、その値タグを包含することが可能な、ＣＥ－
ＳＩＢなどのＳＩＢを伝送することが可能である。そのＳＩＢは、ＰＤＳＣＨにおいて伝
送されることが可能である。
【０１５４】
　ＣＥ　ＷＴＲＵは、その値タグを包含するＳＩＢが、事前定義された時間に（例えば、
ＳＩＢ１は、２０ミリ秒ごとにサブフレーム５において伝送されることが可能である）、
かつ、ある時間ウインドウ内（例えば、変更期間内）に各伝送において同一の時間／周波
数リソース（例えば、同一のＲＢ）において伝送されることが可能であるものと想定する
ことが可能である。
【０１５５】
　事前定義された時間のサブセットのそれぞれにおいて、ＷＴＲＵは、ＳＩ－ＲＮＴＩな
どの、あるＲＮＴＩでスクランブルされることが可能な、ＤＣＩフォーマットを獲得して
、所望されるＳＩＢを搬送することが可能なＰＤＳＣＨに関するスケジューリング情報（
例えば、リソース割当て、ＭＳＣレベルなど）を提供することが可能なＤＣＩフォーマッ
トを得ることが可能である。ＷＴＲＵは、ＤＣＩフォーマットの複数の獲得を組み合わせ
て、それを復号することに成功することが可能である。
【０１５６】
　ＤＣＩフォーマットから復号されたスケジューリング情報、または、事前定義されたも
しくは事前構成されたスケジューリング情報に基づくなど、他の手段に基づいて、ＷＴＲ
Ｕは、値タグを含むことが可能なＳＩＢを伝送することが可能なＰＤＳＣＨを獲得するこ
とが可能である。ＷＴＲＵが、ＤＣＩフォーマットを獲得するのに使用したサブセットの
後であることが可能な、事前定義された時間のサブセットのそれぞれにおいて、ＷＴＲＵ
は、ＳＩＢを搬送することが可能なＰＤＳＣＨを受信することが可能である。ＷＴＲＵは
、ＰＤＳＣＨの複数の獲得を組み合わせて、ＳＩＢのコンテンツを読み取ることに成功す
ることが可能である。
【０１５７】
　ページングを伴うＳＩ更新検出のための手段が提供されることおよび／または使用され
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ることが可能である。
【０１５８】
　ページングは、ＷＴＲＵが１または複数のＳＩＢを獲得するまたは再獲得する必要性を
示すことが可能な、１または複数のＳＩＢの更新を示すのに使用されることが可能である
。いくつかのＷＴＲＵ（例えば、ＣＥ　ＷＴＲＵおよび／または低減された帯域幅（ＢＷ
）のＷＴＲＵ）は、同一のサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ上でページングＤＣＩフォー
マットおよびページングメッセージを読み取ることに困難を有する可能性がある。これら
および／または他のＷＴＲＵに関して、ページング機構、または、ページング機構の一部
（例えば、ＳＩＢ更新と関係するページング機構）が、例えば、ＤＣＩフォーマットにお
けるページングと同一のサブフレームにおいてページングメッセージＰＤＳＣＨを獲得す
る、および／または、読み取る必要性を解消するように変更されることが可能である。Ｓ
ＩＢを獲得することおよび再獲得することは、ＳＩＢのコンテンツを読み取ることを含む
ことが可能である。
【０１５９】
　実施形態において、ＤＣＩフォーマットが、１または複数のＷＴＲＵに向けられる１ま
たは複数のＳＩＢ更新をページングするのに、および／または、さもなければ、示すのに
使用されることが可能であり、ここで、ＤＣＩフォーマットは、関連付けられたＰＤＳＣ
Ｈなしに伝送されることが可能である。ＤＣＩフォーマットは、ＤＬ許可関連の情報を包
含しないことが可能であり、ＤＣＩフォーマットは、ページングのために使用されること
が可能でありかつＰＤＳＣＨに関連付けられることが可能である通常のＤＣＩフォーマッ
トと比べて、より小さいことが可能である。ＤＣＩフォーマットは、接続モードおよび／
またはアイドルモードにあるＷＴＲＵによって使用されることに向けられることが可能で
あり、または、そのようなＷＴＲＵによって使用されることが可能である。
【０１６０】
　ＤＣＩフォーマットは、ＲＮＴＩでスクランブルされることが可能であり、そのＲＮＴ
Ｉは、非ＣＥ　ＷＴＲＵにページングするために使用されることが可能なＰ－ＲＮＴＩ（
例えば、Ｐｓｈｏｒｔ－ＲＮＴＩ）とは異なることが可能である。ＤＣＩフォーマットを
スクランブルするための別のＲＮＴＩまたは別の機構が使用され、それでも、本明細書に
おいて説明される実施形態と合致していることが可能である。
【０１６１】
　ＤＣＩフォーマットのコンテンツは、ｓｙｓｔｅｍＩｎｆｏＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ
などのシステム情報変更の表示を含むことが可能であり、これは、この表示に関連付けら
れることが可能な１または複数のＳＩＢ（例えば、値タグに関連付けられることが可能な
１または複数のＳＩＢ）が、変化しているかどうか、または将来の変更期間の開始時また
はその前に変化するかどうかを示すことが可能である。この表示は、例えば、少なくとも
ＴＲＵＥおよび／またはＦＡＬＳＥの値を有することが可能である。別の例において、こ
の表示は、変化させられた値または状態が、関連付けられたＳＩＢのうちの１または複数
が変化していることを、または、次の変更期間の開始時に変化することを示すように値ま
たは状態を示すことが可能な、値タグに類似した値であることが可能である。
【０１６２】
　ＷＴＲＵが、ＤＣＩフォーマット、例えば、変更が生じているまたは生じることを示す
値（例えば、値ＴＲＵＥ、または、値が変化している）を有するＳＩ変更表示を包含する
、ＰｓｈｏｒｔＲＮＴＩでスクランブルされたものを受信および／または復号すると、Ｗ
ＴＲＵは、その表示または値タグに関連付けられることが可能な１または複数のＳＩＢを
獲得することまたは再獲得することが可能である（例えば、次の変更期間の開始時に、ま
たは、その後で）。ＷＴＲＵは、関係のあるＳＩＢスケジューリング情報（例えば、ＳＩ
Ｂ１、あるいは、ＳＩＢスケジューリング情報を包含するＣＥ　ＳＩＢ）を含むＳＩＢを
最初に獲得して、および／または、読み取って、例えば、それが、最新のスケジューリン
グ情報を有することを確実にしてから、他のＳＩＢを獲得しようと試みることが可能であ
る。



(36) JP 6293354 B2 2018.3.14

10

20

30

40

50

【０１６３】
　ＤＣＩフォーマットのコンテンツは、ＥＴＷＳに関連付けられることが可能な１または
複数のＳＩＢ（例えば、ＳＩＢ１０および／またはＳＩＢ１１）が変化していることが可
能であるかどうかを示すことが可能なＥＴＷＳ表示（例えば、ｅｔｗｓ－Ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ）を含むことが可能である。この表示は、少なくともＴＲＵＥまたはＦＡＬＳＥの
値を有することが可能である。別の例において、表示は、変化させられた値または状態が
、関連付けられたＳＩＢのうちの１または複数が変化している可能性があることを示すよ
うに値または状態を示すことが可能な、値タグに類似した値であることが可能である。Ｗ
ＴＲＵ（例えば、ＥＴＷＳ対応のＷＴＲＵ）が、変更が生じているまたは生じることを示
す値（例えば、値ＴＲＵＥ、または、値が変化している）を有するＥＴＷＳ表示を包含す
るＤＣＩフォーマット、例えば、Ｐｓｈｏｒｔ－ＲＮＴＩでスクランブルされたものを受
信および／または復号すると、ＷＴＲＵは、ＥＴＷＳに関連付けられた１または複数のＳ
ＩＢを獲得することまたは再獲得することが可能である。ＷＴＲＵは、次の変更期間を待
つことなしに（例えば、可能な限りに早く）これらの１または複数のＳＩＢを獲得しよう
、または、再獲得しようと試みることを始めることが可能である。ＷＴＲＵは、関係のあ
るＳＩＢスケジューリング情報（例えば、ＳＩＢ１）を包含するＳＩＢを最初に獲得して
および／または読み取って、例えば、それが、最新のスケジューリング情報を有すること
を確実にしてから、１または複数のＥＴＷＳ関連のＳＩＢを獲得しようと試みることが可
能である。
【０１６４】
　ＤＣＩフォーマットのコンテンツは、ＣＭＡＳに関連付けられることが可能な１または
複数のＳＩＢ（例えば、ＳＩＢ１２）が変化している可能性があるかどうかを示すことが
可能な、ＣＭＡＳ表示（例えば、ｃｍａｓ－Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ－ｒ９）を含むことが
可能である。この表示は、少なくともＴＲＵＥおよび／またはＦＡＬＳＥの値を有するこ
とが可能である。別の例において、この表示は、変化させられた値または状態が、関連付
けられたＳＩＢのうちの１または複数が変化している可能性があることを示すように値ま
たは状態を示すことが可能な、値タグに類似した値であることが可能である。ＷＴＲＵ（
例えば、ＣＭＡＳ対応のＷＴＲＵ）が、変更が生じているまたは生じることを示す値（例
えば、値ＴＲＵＥ、または、値が変化している）を有するＣＭＡＳ表示を包含する、Ｐｓ
ｈｏｒｔ－ＲＮＴＩでスクランブルされたものなどのＤＣＩフォーマットを受信および／
または復号すると、ＷＴＲＵは、そのＣＭＡＳに関連付けられた１または複数のＳＩＢを
獲得すること、または、再獲得することが可能である。ＷＴＲＵは、次の変更期間を待つ
ことなしに（例えば、可能な限りに早く）これらの１または複数のＳＩＢを獲得しよう、
または、再獲得しようと試みることを始めることが可能である。ＷＴＲＵは、関係のある
ＳＩＢスケジューリング情報（例えば、ＳＩＢ１）を包含するＳＩＢを最初に獲得してお
よび／または読み取って（例えば、それが、最新のスケジューリング情報を有することを
確実にするように）から、１または複数のＣＭＡＳ関連のＳＩＢを獲得しようと試みるこ
とが可能である。
【０１６５】
　ＤＣＩフォーマットのコンテンツは、ＥＡＢパラメータを包含する１または複数のＳＩ
Ｂ（例えば、ＳＩＢ１４）が変化している可能性があるかどうかを示すことが可能な、Ｅ
ＡＢパラメータ変更表示（例えば、ｅａｂ－ＰａｒａｍＭｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ－ｒ１１）を含むことが可能である。この表示は、少なくともＴＲＵＥ
および／またはＦＡＬＳＥの値を有することが可能である。別の例において、この表示は
、変化させられた値または状態が、関連付けられたＳＩＢのうちの１または複数が変化し
ている可能性があることを示すように値または状態を示すことが可能な、値タグに類似し
た値であることが可能である。ＷＴＲＵ（例えば、ＥＡＢ対応のＷＴＲＵ）が、変更が生
じているまたは生じることを示す値（例えば、値ＴＲＵＥ、または、値が変化している）
を有するＥＡＢパラメータ変更表示を包含する、Ｐｓｈｏｒｔ－ＲＮＴＩでスクランブル
されたものなどのＤＣＩフォーマットを受信および／または復号すると、ＷＴＲＵは、Ｅ
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ＡＢに関連付けられた１または複数のＳＩＢを獲得すること、または、再獲得することが
可能である。ＷＴＲＵは、次の変更期間を待つことなしに（例えば、可能な限りに早く）
これらの１または複数のＳＩＢを獲得しよう、または、再獲得しようと試みることを始め
ることが可能である。ＷＴＲＵは、ＳＩＢスケジューリング情報（例えば、ＳＩＢ１）を
包含する関係のあるＳＩＢを最初に獲得しておよび／または読み取って（例えば、それが
、最新のスケジューリング情報を有することを確実にするように）から、１または複数の
ＥＡＢ関連のＳＩＢを獲得しようと試みることが可能である。
【０１６６】
　ＤＣＩフォーマットを受信することおよび／または復号することは、ＤＣＩフォーマッ
トの反復を組み合わせること（例えば、ソフトコンバイニング（soft combining）を行う
こと）を含むことが可能である。例えば、カバレッジ拡張されたＷＴＲＵなどのいくつか
のＷＴＲＵは、ＤＣＩフォーマットの反復を受信することが可能であり、そのＤＣＩフォ
ーマットを復号することおよび／またはそのコンテンツを得ることに成功するためにそれ
らを一緒に組み合わせることが可能である。
【０１６７】
　ＤＣＩフォーマットの伝送は、非ＣＥページングと同一の（または類似した）スケジュ
ーリングおよび／または規則によることが可能であり、または、異なるスケジューリング
および／または規則によることが可能である。そのスケジューリングおよび／または規則
は、示されることが可能なＳＩＢ変化のタイプに依存して異なることが可能である。例え
ば、ＥＴＷＳ、ＣＭＡＳ、およびＥＡＢのうちの少なくとも１つに関するＳＩＢ更新を示
すためのスケジューリングおよび／または規則は、非ＣＥページングに関するスケジュー
リングおよび／または規則と同一である（または類似する）ことが可能である。値タグ関
連のＳＩＢ更新を示すためのスケジューリングおよび／または規則は、非ＣＥページング
に関するスケジューリングおよび／または規則と異なることが可能である。以下の同一の
（または類似した）スケジューリングおよび／または規則は、例えば、ＤＣＩフォーマッ
トがカバレッジ拡張のために繰り返されることが可能である場合に、ＤＣＩフォーマット
の少なくとも最初の伝送のために不連続受信（ＤＲＸ）サイクルおよび／またはページン
グ機会を使用することを意味することが可能である。ＤＣＩフォーマットは、ＰＤＣＣＨ
またはＥＰＤＣＣＨにおいてｅＮＢによって送信され、および／または、ＷＴＲＵによっ
て受信されることが可能である。
【０１６８】
　ＳＩＢが更新されるまたは更新されることになる場合、ｅＮＢは、ＷＴＲＵにページン
グして、変化または差し迫った変化についてそれらに知らせることが可能である。そのペ
ージングは、変化している可能性があるＳＩＢを読み取るようＷＴＲＵに示すことが可能
である、ＰＤＳＣＨにおけるページングメッセージを読み取るようＷＴＲＵに示すことが
可能である、ページングＤＣＩフォーマット（例えば、Ｐ－ＲＮＴＩでスクランブルされ
た）によって示されることが可能である。ＣＥ　ＷＴＲＵなどのいくつかのＷＴＲＵは、
ページングメッセージとＳＩＢの両方に関してＤＣＩフォーマットおよびＰＤＳＣＨを読
み取るために、相当な量の反復を要求する可能性がある。ＳＩＢを繰り返すことは、シス
テム帯域幅を浪費する可能性があり、相当な反復の使用は、更新を受信することの遅延を
もたらす可能性があるので、これらのＷＴＲＵに関して、それらのＳＩＢ（またはいくつ
かのＳＩＢ）に関する、より多くの反復を使用すること、または、そのような反復に依拠
することは望ましくない可能性がある。
【０１６９】
　実施形態において、ＤＣＩフォーマットは、１または複数のＷＴＲＵに１または複数の
ＳＩＢ更新を、または、１または複数のＷＴＲＵに向けられた１または複数のＳＩＢ更新
をページングするように、および／または、さもなければ、示すように使用されること、
または、伝送される（例えば、ｅＮＢによって）ことが可能であり、ここで、ＰＤＳＣＨ
が、そのＤＣＩフォーマットに関連付けられることが可能であり、変更されたＳＩＢ情報
の少なくともいくつかが、ＰＤＳＣＨに含められることが可能である。ＤＣＩフォーマッ
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トは、ＲＮＴＩでスクランブルされることが可能であり、ＲＮＴＩは、非ＣＥ　ＷＴＲＵ
をページングするために使用されることが可能なＰ－ＲＮＴＩ（例えば、Ｐｓｉｂ－ＲＮ
ＴＩ）とは異なることが可能である。ＤＣＩフォーマットをスクランブルするための他の
任意のＲＮＴＩまたは手段が、使用され、それでも、本明細書において説明される実施形
態と合致していることが可能である。
【０１７０】
　ＣＥ　ＷＴＲＵなどのＷＴＲＵが、少なくともいくつかのＳＩＢ情報が変化しているこ
とを示す表示を包含するＤＣＩフォーマット（例えば、Ｐｓｉｂ－ＲＮＴＩでスクランブ
ルされたもの）を受信および／または復号すると、ＷＴＲＵは、関連付けられたＰＤＳＣ
Ｈを獲得して（これは、ＰＤＳＣＨの反復を組み合わせることを含むことが可能である）
、例えば、更新されたＳＩＢ情報を得ることが可能である。ＤＣＩフォーマットは、関連
付けられたＰＤＳＣＨなしのＳＩＢ更新ＤＣＩフォーマットに関して説明されるとおり、
いずれのタイプのＳＩＢ情報が変化しているまたは変化するかについての１または複数の
表示を含むことが可能である。
【０１７１】
　いずれのタイプのＳＩＢ情報が変化している、または、変化するかについての１または
複数の表示は、関連付けられたＰＤＳＣＨに含められることが可能である。示されること
が可能なＳＩＢ情報のタイプは、ＣＥ－ＳＩＢ情報、値タグ関連のＳＩＢ情報、ＥＴＷＳ
関連のＳＩＢ情報、ＣＭＡＳ関連のＳＩＢ情報、およびＥＡＢ関連のＳＩＢ情報のうちの
１または複数を含むことが可能である。１または複数のタイプ（例えば、各タイプ）のＳ
ＩＢ情報に関して、そのタイプの情報に変化あったかどうか、または、変化があるかどう
かを示すことが可能な別個の情報が提供されることが可能である。
【０１７２】
　ＤＣＩフォーマットにおける表示は、更新されたＳＩＢ情報が、ＤＣＩフォーマットに
関連付けられたＰＤＳＣＨに含まれるかどうかを示すことが可能である。その表示が、更
新されたＳＩＢ情報が、関連付けられたＰＤＳＣＨに含まれることを示す場合、ＷＴＲＵ
は、その関連するＰＤＳＣＨ（これは、ＰＤＳＣＨの反復を組み合わせることを含むこと
が可能である）を獲得して、その更新されたＳＩＢ情報を得ることが可能である。その表
示が、更新されたＳＩＢ情報が、関連付けられたＰＤＳＣＨに含まれない可能性があるこ
とを示す場合、ＷＴＲＵは、それらのＳＩＢ自体を獲得することによって、更新されたＳ
ＩＢ情報を獲得することが可能である。デフォルト（例えば、表示の欠如）は、関連付け
られたＰＤＳＣＨから、または、それらのＳＩＢ自体からそれらのＳＩＢを獲得するよう
ＷＴＲＵに示すことが可能である。
【０１７３】
　更新されたＳＩＢ情報を、関連付けられたＰＤＳＣＨから獲得するかどうかは、ＳＩＢ
情報のタイプに特有であることが可能である。例えば、更新されたＳＩＢ情報を、関連付
けられたＰＤＳＣＨから獲得するかどうかを示す表示をＤＣＩフォーマットに含めること
が、ＳＩＢ情報のタイプに特有であることが可能である。いくつかの更新されたＳＩＢ情
報、例えば、更新されたＥＴＷＳおよび／またはＣＭＡＳ情報などの、更新されたクリテ
ィカルな情報が、ＤＣＩフォーマットに関連付けられたＰＤＳＣＨに含められることが可
能である（または常に含められることが可能である）。更新されたＳＩＢ情報を、ＤＣＩ
フォーマットに関連付けられたＰＤＳＣＨから、または、ＳＩＢ自体から獲得するかどう
かについての表示は、ＤＣＩフォーマットに関連付けられたＰＤＳＣＨに常に含められる
ことが可能であるＳＩＢ情報またはＳＩＢ情報のタイプ、および／または、ＤＣＩフォー
マットに関連付けられたＰＤＳＣＨに含められない（または決して含められない）ことが
可能であるＳＩＢ情報またはＳＩＢ情報のタイプに関して、含められないことが可能であ
る。
【０１７４】
　いくつかのＳＩＢ情報（例えば、あるＳＩＢ１またはＣＥ－ＳＩＢ情報）が、ＤＣＩフ
ォーマットに関連付けられたＰＤＳＣＨに含められることが可能である。例えば、１また
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は複数の値タグ（例えば、非ＣＥ　ＳＩＢの更新を示すのに使用される値タグ）が含めら
れることが可能である。値タグは、以下のシナリオ、すなわち、値タグが変化した場合、
常に、または他のいくつかのシナリオのうちの少なくとも１つにおいて、ＤＣＩフォーマ
ットに関連付けられたＰＤＳＣＨに含められることが可能である。別の例において、ＳＩ
Ｂスケジューリング情報が含められることが可能である。ＳＩＢスケジューリング情報は
、以下のシナリオ、すなわち、ＳＩＢスケジューリング情報が変化した場合、常に、また
は他のいくつかのシナリオのうちの少なくとも１つにおいて、ＤＣＩフォーマットに関連
付けられたＰＤＳＣＨに含められることが可能である。
【０１７５】
　ＤＣＩフォーマットに関連付けられたＰＤＳＣＨに含められた更新されたＳＩＢに関し
て、ＳＩＢに関して含められた情報は、変化しているＳＩＢ情報、それが変化しているか
否かにかかわらずＳＩＢ情報のすべて、または、それが変化しているか否かにかかわらず
重要なＳＩＢ情報などのあるＳＩＢ情報のうちの１または複数を含むことが可能である。
【０１７６】
　値タグに関連付けられたＳＩＢに関して、ＳＩＢのすべてが、それらのコンテンツが変
化しているか否かにかかわらず、ＤＣＩフォーマットに関連付けられたＰＤＳＣＨに含め
られることが可能である。値タグに関連付けられたＳＩＢに関して、１つのさらなる表示
または複数のさらなる表示が、いずれのＳＩＢが変化しているかを示すように含められる
（例えば、ＤＣＩフォーマットまたはＰＤＳＣＨに）ことが可能である。変化しているＳ
ＩＢは、ＰＤＳＣＨに含められることが可能である。
【０１７７】
　ＳＩＢがＰＤＳＣＨに含められる場合、そのＳＩＢのコンテンツのうちのいくつかまた
はすべてが含められることが可能である。含められることが可能であるコンテンツは、更
新されたコンテンツ、重要なコンテンツ（例えば、スケジューリング情報）、またはすべ
てのコンテンツのうちの少なくとも１つであることが可能である。値タグに関連付けられ
ることが可能なＳＩＢなどのＳＩＢに関して、更新されたＳＩＢコンテンツは、変更期間
にしたがってＷＴＲＵによって適用されることが可能である。例えば、更新されたＳＩＢ
コンテンツが、１つの変更期間においてＷＴＲＵによって受信される場合、ＷＴＲＵは、
次の変更期間の開始時にその更新されたコンテンツを適用することが可能である。
【０１７８】
　ＤＣＩフォーマットおよび／またはＤＣＩフォーマットに関連付けられたＰＤＳＣＨの
反復が、更新されたＳＩＢコンテンツを受信することに成功するようにＷＴＲＵによって
使用される場合、ＷＴＲＵは、ＤＣＩフォーマットおよび／またはＰＤＳＣＨの反復の開
始ポイントおよび／または終了ポイント（例えば、ＷＴＲＵによって決定されたとおりの
）を使用して、更新されたＳＩＢコンテンツをいつ適用すべきかを決定することが可能で
ある。例えば、開始ポイントと終了ポイントが同一の変更期間にある場合、ＷＴＲＵは、
更新されたＳＩＢコンテンツを次の変更期間の開始時に適用することが可能である。別の
例に関して、開始ポイントと終了ポイントが異なる変更期間にある場合、ＷＴＲＵは、更
新されたＳＩＢコンテンツを、それを受信した後、適用することが可能であり、次の変更
期間を待たないことが可能である。
【０１７９】
　セルが、ＰＢＣＨまたはＭＩＢを伝送する、または、繰り返されることが可能な別の伝
送を行うことが可能である。ＷＴＲＵが、そのＰＢＣＨ、ＭＩＢ、またはその別の伝送を
受信することが可能である。
【０１８０】
　ＰＢＣＨ、ＭＩＢ、ＰＢＣＨの伝送、ＭＩＢの伝送、またはその別の伝送のうちの１ま
たは複数が、Ｎビットなどのいくつかのビットを使用する、そのようなビットから成る、
そのようなビットから構成される、またはそのようなビットを含むことが可能である。Ｎ
ビットのうちのいくつか、例えば、Ｍビットが、非ＣＥ　ＷＴＲＵなどの少なくともいく
つかのＷＴＲＵ（例えば、ＬＴＥリリース１２および／またはより早期のリリースなどの
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、あるリリースおよび／またはより早期のリリースのＷＴＲＵ）によって使用されること
が可能であり、または、そのようなＷＴＲＵによって使用されることに向けられることが
可能である。Ｎビットのうちのいくつか、例えば、Ｐビットが、例えば、ある能力または
機能を有する可能性があるまたは有さない可能性があるＷＴＲＵ、例えば、とりわけ、セ
ルの帯域幅と比べて低減された帯域幅において動作することが可能なＷＴＲＵ、ＣＥモー
ドをサポートすることもしくはＣＥモードで動作すること、または、反復などのＣＥ機構
を使用することが可能なＷＴＲＵ、および、ＥＰＤＣＣＨ共通探索空間をサポートするこ
とまたは使用することが可能なＷＴＲＵなどの、いくつかのＷＴＲＵによって使用される
ことが可能であり、または、そのようなＷＴＲＵによって使用だけされることが可能であ
り、あるいは、そのようなＷＴＲＵによって使用されることに向けられることが可能であ
り、または、そのようなＷＴＲＵによって使用だけされることに向けられることが可能で
ある。Ｎビットのうちのいくつかのビットは、将来の使用のために確保されることが可能
であり、および／または、予備のビットと見なされることが可能である。例えば、Ｓの予
備のビットが存在することが可能である。Ｓ＝Ｎ－Ｍが、予備のビットの数を表すことが
可能である。Ｓは、例えば、１０と等しいことが可能である。Ｐは、Ｓのサブセットであ
ることが可能であり、または、そうである必要がある可能性がある。予備のビットは、限
定されることが可能であるので、新たな機能もしくは能力、または、ある機能もしくは能
力をサポートするのにそれらのビットのうち可能な限り少数を使用することが望ましい可
能性がある。ＭおよびＰは、０以上の整数であることが可能である。
【０１８１】
　実施形態において、ＰＢＣＨのＭビットなどの、いくつかのビットが、すべての時間に
おいて同一の意味を有して、例えば、非ＣＥ　ＷＴＲＵをサポートすることが可能である
一方で、ＰＢＣＨのＰビットのうちの１または複数などの他の１または複数のビットが、
異なる時間に異なる意味を有して、例えば、予備のビットの使用を限定することが可能で
ある。その意味は、伝送の時間などの、少なくとも時間の関数であることが可能である。
例えば、セルが、すべての時間において同一の意味でＰＢＣＨのいくつかのビットを伝送
し、異なる時間において異なる意味でＰＢＣＨの他の１または複数のビットを伝送するこ
とが可能であり、ここで、意味の違いは、少なくとも、ＳＦＮ、サブフレーム、および／
または伝送のタイムスロットなどの伝送の時間の関数であることが可能である。ＷＴＲＵ
は、セルからＰＢＣＨのいくつかのビットを受信し、それらのビットの意味を、すべての
時間において同一の様態で解釈することが可能である。ＷＴＲＵは、セルからのＰＢＣＨ
の他の１または複数のビットを受信することが可能であり、それらのビットの意味を異な
るように解釈することが可能であり、ここで、解釈の違いは、送信または受信のＳＦＮ、
サブフレーム、および／またはタイムスロットなどの、少なくとも送信または受信の時間
の関数であることが可能である。
【０１８２】
　実施形態において、ＰＢＣＨのコンテンツ（例えば、ＭＩＢに含められたパラメータ）
は、異なる時間において異なることが可能である。ＰＢＣＨのコンテンツのうちの少なく
ともいくつかは、送信または受信の時間などの、少なくとも時間の関数であることが可能
である。ＷＴＲＵが、セルからＰＢＣＨを受信することが可能であり、コンテンツを、送
信または受信のＳＦＮ、サブフレーム、および／またはタイムスロットなどの、少なくと
も送信または受信の時間の関数として解釈することが可能である。セルが、ＰＢＣＨのい
くつかのコンテンツを、送信または受信のＳＦＮ、サブフレーム、および／またはタイム
スロットなどの、少なくとも送信または受信の時間の関数として送信することが可能であ
る。例えば、いずれのパラメータが伝送に含められるかが、送信または受信の時間の関数
であることが可能である。
【０１８３】
　各伝送時間（例えば、サブフレーム、フレーム、ＳＦＮ、またはタイムスロット）にお
けるＰＢＣＨのビットの意味またはコンテンツのうちの少なくともいくつかは、事前定義
される、または、事前構成される、あるいは、さもなければ、ＷＴＲＵおよび／またはセ
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ルによって知られるまたは決定されることが可能である。代替として、意味またはコンテ
ンツは、例えば、セルによってＰＢＣＨに含められることが可能な、１または複数のビッ
ト（またはフラグもしくはパラメータ）によって動的に構成されることが可能である。Ｗ
ＴＲＵは、ＰＢＣＨにおけるビット（またはフラグもしくはパラメータ）の１つのセット
を使用して、ＰＢＣＨにおけるビットの別のセットまたは別のコンテンツの意味またはコ
ンテンツを解釈することが可能である。ＷＴＲＵは、ＰＢＣＨのコンテンツの一部分を使
用して、ＰＢＣＨの別の部分の意味またはコンテンツを解釈することが可能である。セル
は、ＰＢＣＨのコンテンツの一部分を伝送して、または提供して、または使用して、ＰＢ
ＣＨの別の部分の意味またはコンテンツを識別することが可能である。ビットがそれらの
意味を変化させる（またはＰＢＣＨのコンテンツのうちの少なくともいくつかが変化する
）か否かは、それらのビットを伝送するセルまたは他のエンティティの能力、機能、また
は特徴サポートのうちの１または複数の関数であることが可能である。いずれのビットが
および／またはいくつのビットがそれらの意味を変化させるか（またはいずれのコンテン
ツが含められるかまたは変化するか）は、それらのビットを伝送するセルまたは他のエン
ティティの能力、機能、または特徴サポートのうちの１または複数の関数であることが可
能である。例えば、低減された帯域幅のＷＴＲＵ、カバレッジ限定されたＷＴＲＵ、また
はＥＰＤＣＣＨ共通探索空間などの、ある能力、機能、または特徴をサポートすることが
可能なセルが、異なる時間において異なる意味で異なるＰＢＣＨコンテンツ、または、Ｐ
ＢＣＨにおける１または複数のビットを伝送することが可能であり、ここで、意味の違い
は、伝送の時間の関数であることが可能である。伝送の時間の例は、伝送のＳＦＮ、サブ
フレーム、およびタイムスロットを含む。
【０１８４】
　ビットがそれらの意味を変化させることは、コンテンツが変化することであること、ま
たは、コンテンツが変化することを含むことが可能である。コンテンツが変化することは
、ビットがそれらの意味を変化させることであること、または、ビットがそれらの意味を
変化させることを含むことが可能である。コンテンツは、１または複数のパラメータを含
むことが可能である。コンテンツ、パラメータ、およびビットという用語は、本明細書に
おいて互換的に使用されることが可能である。
【０１８５】
　ＷＴＲＵが、セルからＰＢＣＨにおいて１または複数のビットを受信することが可能で
あり、それらのビット（またはＰＢＣＨのコンテンツの少なくともいくつか）の意味を、
低減された帯域幅、カバレッジ拡張、またはＥＰＤＣＣＨ共通探索空間などの、ＷＴＲＵ
のおよび／またはセルの、いくつかの能力、機能、または特徴に関するサポートに基づい
て、少なくとも時間の関数として異なるように解釈することが可能であり、または、解釈
することを理解することが可能である。ＷＴＲＵは、時間、および／または、セルから受
信される他の伝送の関数としてその（またはそれらの）意味を変化させないことが可能な
、ＰＢＣＨにおける１または複数のビット（またはコンテンツ）から、いくつかの能力、
機能、または特徴に関するセルのサポートを決定することが可能である。
【０１８６】
　ＰＢＣＨ（または他の伝送）は、いくつかの（例えば、Ｍ）ビットに関して、４０ミリ
秒であることが可能な伝送期間、ＴＰ１を有すること、または、使用することが可能であ
る。ＴＰ１の間、ＰＢＣＨは、例えば、１０ミリ秒ごとに少なくとも１回など、１回、ま
たは複数回、セルによって伝送されることが可能であり、ここで、Ｍビットの値は、変化
しないことが可能である。Ｍビットは、ＴＰ１の開始時に、または、ＴＰ１ごとにそれら
の値を変化させることが可能である。Ｍビットの意味は、例えば、セルに関してまたはセ
ルにおいて、変化しないことが可能であり、または、決して変化しないことが可能である
。例えば、ＴＰ１＝４０ミリ秒に関して、ＴＰ１の開始は、ＳＦＮ　ｍｏｄ　４＝０に対
応することが可能であり、Ｍビットは、ＳＦＮ　ｍｏｄ　４＝０であるたびに、それらの
値を変化させることが可能である（またはそれらの値を変化させることを許されることが
可能である）が、それらの意味を変化させることは可能でない。時間の関数としてそれら
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の意味を変化させることが可能なＰＢＣＨビットは、ＴＰ１境界上でそれらの意味を変化
させることが可能である。例えば、ある数、例えば、Ｐ１、ビットが、時間に依存する２
つの意味を有することが可能である。それらのビットの意味は、ｋ×ＴＰ１ごとに交替す
ることが可能であり、次のｋ×ＴＰ１まで一定のままであることが可能であり、ここで、
ｋは、０より大きいことが可能な整数である。ＴＰ１＝４０ミリ秒かつｋ＝１に関して、
それらのビットの意味、および、意味の解釈は、４０ミリ秒ごとに交替することが可能で
ある。その意味、および、その意味の解釈は、ＳＦＮに依存することが可能である。例え
ば、ＳＦＮ　ｍｏｄ　８＝０乃至ＳＦＮ　ｍｏｄ　８＝３に関して、Ｐ１ビットは、１つ
の意味を有することが可能であり、ＳＦＮ　ｍｏｄ　８＝４乃至ＳＦＮ　ｍｏｄ　８＝７
に関して、Ｐ１ビットは、別の意味を有することが可能である。これは、関数Ｆ＝Ｆｌｏ
ｏｒ［０．２５×ＳＦＮ　ｍｏｄ　８］によって表されることが可能であり、ここで、Ｐ
１ビットは、Ｆ＝０である場合、１つの意味を有することが可能であり、Ｆ＝１である場
合、別の意味を有することが可能である。
【０１８７】
　別の表現は、Ｆ＝Ｆｌｏｏｒ［（ＳＦＮ　ｍｏｄ（２×ｋ×４））／（ｋ×４）］であ
り、ここで、Ｐ１ビットは、Ｆ＝０である場合、１つの意味を有することが可能であり、
Ｆ＝１である場合、別の意味を有することが可能である。ｋ＝２に関して、Ｐ１ビットは
、８０ミリ秒ごとに意味を交替させることが可能である。
【０１８８】
　異なる時間においてそれらの意味を変化させることが可能な、Ｐビットのサブセットな
どの、ビットの複数のサブセットが存在することが可能である。時間の経過につれてその
意味を変化させないことが可能な、Ｐ０ビットなどの、Ｐビットのサブセットが存在する
ことが可能であり、または、そのようなサブセットが存在することも可能である。例えば
、Ｐ１ビットなどの、いくつかのビットの１つのサブセットに関して、意味は、ｋ１×Ｔ
Ｐ１ごとに変化することまたは交替することが可能である。Ｐ１ビットと重なり合わない
ことが可能な、Ｐ２ビットなどの、ビットの別のサブセットに関して、意味は、ｋ２×Ｔ
Ｐ１ごとに変化することまたは交替することが可能である。例において、ｋ１＝１であり
、かつ、ｋ２＝２である。Ｐ１ビットは、４０ミリ秒ごとにそれらの意味を変化させるこ
とまたは交替させることが可能である一方で、Ｐ２ビットは、８０ミリ秒ごとにそれらの
意味を変化させることまたは交替させることが可能である。Ｐ０ビットは、すべての時間
において同一の意味を有することが可能である。
【０１８９】
　別の例において、ある数、例えば、Ｐ１、ビットが、時間に依存することが可能な意味
を有することが可能である。ビットは、ｋ×ＴＰ１ごとにそれらの意味を巡回して、ｍ×
ｋ×ＴＰ１ごとに意味を繰り返すことが可能である。ｋ＝１、ｍ＝４、およびＴＰ１＝４
０ミリ秒に関して、Ｐ１ビットは、４０ミリ秒ごとにそれらの４つの意味のそれぞれを巡
回して（例えば、かつ、４０ミリ秒間、同一のままであり）、１６０ミリ秒ごとに同一の
意味を有することが可能である。
【０１９０】
　図６は、時間または時間期間にしたがって意味を変化させることが可能ないくつかのビ
ットを含む例示的な伝送の図６００である。図６に示される例において、伝送は、例えば
、繰り返されることが可能なＭＩＢ伝送またはＰＢＣＨ伝送であることが可能である。例
示される例において、伝送期間（ＴＰ）が、伝送期間番号（ＴＰＮ）、例えば、ｎ，ｎ＋
１，．．．によって識別される。例において、ＴＰは、４０ミリ秒である。ＴＰＮは、１
０ビットＳＦＮの最上位８ビットであることが可能である、ＳＦＮ、または、ＭＩＢにお
いて包含されるもしくは伝送されるＳＦＮを表すこと、または、そのようなＳＦＮに対応
することが可能である。複数のＴＰにわたる例示的な伝送において、いくつかのビットは
、意味を変化させない６０２（例えば、それらのビットは、すべてのＴＰＮまたはＳＦＮ
に関して同一の情報を搬送する）。例示的な伝送において、いくつかのビットが、ＴＰＮ
ごとにまたはＳＦＮごとに意味を交替させる６０４（例えば、ビットが、各ＴＰＮまたは
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各ＳＦＮにおいて情報１を搬送すること、または、情報２を搬送することの間で交替する
）。例示的な伝送において、いくつかのビットが、ＴＰＮごとにまたはＳＦＮごとに４つ
の異なる意味を巡回する６０６（例えば、ビットが、各ＴＰＮまたは各ＳＦＮにおいて情
報１、情報２、情報３、または情報４を搬送することを巡回する）。あるＴＰＮを有する
ＴＰの持続時間の間、ＭＩＢが繰り返されることが可能である。あるＴＰの間の反復に関
して、伝送されるビットの意味は、同一であることが可能である。例において、あるＴＰ
（例えば、あるＴＰＮまたはＳＦＮを有する）におけるＭＩＢ伝送、ＰＢＣＨ伝送、また
は他の伝送が、時間または時間期間にしたがって意味を変化させないビット６０２、およ
び、時間または時間期間にしたがって意味を変化させるビットの１または複数のセット６
０４および／または６０６を含むことが可能である。例において、コンテンツまたはパラ
メータが、ビットの代わりに使われることが可能であり、そのコンテンツまたはパラメー
タは、ＴＰＮまたはＳＦＮにしたがって、同一であることあるいは変化することが可能で
ある。
【０１９１】
　別の実施形態において、ＰＢＣＨのコンテンツの少なくともいくつか（例えば、に含め
られたパラメータ）が、時間の関数として変化することが可能である。時間の関数として
変化することが可能な、ＰＢＣＨのコンテンツは、ＴＰ１境界上で変化することが可能で
ある。例えば、コンテンツのいくつかのセットが存在することが可能であり、ここで、伝
送されるセットは、時間に依存することが可能である。例えば、コンテンツの２つのセッ
トが存在することが可能であり、伝送されるセットが、ｋ×ＴＰ１ごとに交替することが
可能であり、次のｋ×ＴＰ１まで一定のままであることが可能であり、ここで、ｋは、０
より大きいことが可能な整数である。
【０１９２】
　別の実施形態において、１または複数のビットが、いくつかの伝送期間（例えば、ＰＢ
ＣＨ伝送期間）において意味を有するが、他においては有さないことが可能である。いく
つかの伝送期間に関して、ビットは、使用されないこと、０に設定されること、または将
来の使用のために確保されることが可能である。例えば、ビットのセットが、偶数の伝送
期間においてなど、１つおきの伝送期間において伝送されることが可能であり、１つおき
の伝送において意味を交替させることが可能である。４０ミリ秒の伝送期間に関して、ビ
ットが伝送されることが可能であり、４０ミリ秒の偶数倍においてそれらの意味を交替さ
せることが可能である。４０ミリ秒の奇数倍において、ビットは、使用されないこと、０
であること、または将来の使用のために確保されることが可能である。ビットの使用およ
び意味は、伝送期間内の伝送に関して変化しないことが可能である。
【０１９３】
　ＰＢＣＨおよびＭＩＢという用語は、本明細書において互換的に使用されることが可能
であり、例示的な目的で使用される。別のタイプの別の伝送が、ＰＢＣＨまたはＭＩＢの
代わりに使われて、それでも、本明細書において説明される実施形態と合致していること
が可能である。また、セルおよびｅＮＢという用語も、本明細書において互換的に使用さ
れることが可能である。
【０１９４】
　例において、ＰＢＣＨにおけるセルによって伝送されることが可能なビットは、セルの
機能または能力を識別することが可能である、いくつかのパラメータの値を示すことが可
能であり、および／または、ＣＥ－ＳＩＢ（例えば、ＣＥ－ＳＩＢ１）、ＭＴＣ－ＳＩＢ
（例えば、ＭＴＣ－ＳＩＢ１）、またはＥＰＤＣＣＨ共通探索空間（ＣＳＳ）などの、セ
ルからの別の伝送を受信するのにＷＴＲＵによって使用されることまたは必要とされるこ
とが可能である。１または複数のＰＢＣＫビットが、異なる時間において異なる意味を有
することが可能であり、ここで、異なる意味は、セルのまたはその他の伝送の異なるパラ
メータであることが可能である。セルが、異なる時間において異なる意味を有する１また
は複数のＰＢＣＨビットを送信して、セルおよび／または別の伝送に関するパラメータを
伝えることが可能である。ＷＴＲＵが、異なる時間において異なる意味を有するＰＢＣＨ
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ビットを受信して、セルおよび／またはその別の伝送に関するパラメータを得ることが可
能である。ＷＴＲＵは、これらのパラメータのうちの１または複数を使用して、その別の
伝送を監視すること、受信すること、受信することに成功すること、および／または復号
することのうちの少なくとも１つを行うことが可能である。ＷＴＲＵは、これらのパラメ
ータのうちの１または複数を使用して、セルの機能または能力を決定することが可能であ
る。
【０１９５】
　その別の伝送に関するパラメータは、その伝送に関する以下、すなわち、時間ロケーシ
ョン、周波数ロケーション、トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）、変調次数、反復
の数、個々の伝送または反復が統合されることが可能であるシステム情報（ＳＩ）ウイン
ドウまたは他のウインドウ、ＳＩ変更期間、および／または伝送サブフレームにおける開
始シンボルのうちの少なくとも１つを含むことが可能である。ＥＰＤＣＣＨ　ＣＳＳなど
のＥＰＤＣＣＨに関して、パラメータは、以下、すなわち、ＥＰＤＣＣＨ候補の数（例え
ば、ブラインド復号の数）、ＥＣＣＥ集約レベル、ＥＣＣＥ反復の数、分散動作モードま
たは局所化された動作モードの選択、およびＤＣＩフォーマットサイズのうちの少なくと
も１つを含むことが可能であり、または、含むことも可能である。
【０１９６】
　時間ロケーションは、伝送が送信されることまたは受信されることが可能な各フレーム
または各識別されたフレームにおけるサブフレームまたはサブフレームのセットを識別す
ることが可能である。時間ロケーションは、伝送が送信されることまたは受信されること
が可能なフレームを識別することが可能である。ビット、例えば、いくつかのビットが、
事前定義されたサブフレームおよび／またはフレームのセットのうちの１つのサブフレー
ムおよび／またはフレームを識別するのに使用されることが可能である。例えば、時間ロ
ケーションが、４０ミリ秒、８０ミリ秒、１６０ミリ秒、または３２０ミリ秒ごとの可能
性を有する場合、２ビットが、４つの可能性のうちの１つを識別するのに使用されること
が可能である。ＳＦＮ＝０が、計時に関する開始と見なされることが可能である。別の例
において、フレーム内のサブフレームが、０または５の可能性を有する場合、１ビットで
十分である可能性がある。フレーム内のサブフレームは、０、４、５、または９の可能性
を有し、２ビットで十分である可能性がある。ＰＢＣＨのＷＴＲＵ受信は、セルのＴＤＤ
　ＵＬ／ＤＬ構成を決定することに先立って実行されることが可能である。時間ロケーシ
ョンが、すべてのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成においてＤＬでないことが可能なＤＬ伝送に関
するサブフレームを示す場合、ＷＴＲＵは、その示されたサブフレームが、セルにおける
ＤＬサブフレームであると理解することが可能である。
【０１９７】
　周波数ロケーションは、伝送のために使用されることが可能なＰＲＢのセットを識別す
ることが可能である。ＰＲＢの数が識別されることが可能である。６以下であるＰＲＢの
数に関して、３ビットが使用されることが可能である。限定されたオプション数（例えば
、２、４、または６のＰＲＢ）からの選択に関して、より少ないビットが使用されること
が可能である。開始ＰＲＢが識別されることが可能であり、または、識別されることも可
能である。
【０１９８】
　開始ＰＲＢ、または、セルの帯域幅内のＰＲＢのロケーションは、開始ＰＲＢまたは帯
域幅ロケーションのセットのうちの１つの開始ＰＲＢまたは帯域幅ロケーションであるこ
とが可能である。そのセットは、セルＩＤ、ＳＦＮ、および他の要因のうちの１または複
数に基づいて固定されること、または、決定されることが可能である。例えば、ＰＢＣＨ
において提供されることが可能な周波数ロケーションが、セット内のいずれの開始ＰＲＢ
またはいずれの帯域幅ロケーションをその伝送が使用することが可能であるかを識別する
ことが可能である。
【０１９９】
　例において、１ビット、例えば、ｂ１が、低減された帯域幅のＷＴＲＵに関するセルの
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サポートを示すのに使用されることが可能であり、１ビット、例えば、ｂ２が、カバレッ
ジ拡張されたＷＴＲＵに関するセルのサポートを示すのに使用されることが可能であり、
２ビット、例えば、ｂｂ１が、ＣＥ－ＳＩＢ１の周期性を示すのに使用されることが可能
であり、２ビット、例えば、ｂｂ２が、ＣＥ－ＳＩＢ１に関する周波数帯域幅を識別する
のに使用されることが可能であり、２ビット、例えば、ｂｂ３が、ＣＥ－ＳＩＢ１に関す
るＰＲＢの数を識別するのに使用されることが可能であり、２ビット、例えば、ｂｂ４が
、ＣＥ－ＳＩＢ１に関するＴＢＳを識別するのに使用されることが可能である。すべての
ビットを一緒に含めることは、１０ビットを必要とすることが可能である。代替として、
交替する意味を有する１ビットが、異なる時間期間、例えば、交替する４０ミリ秒時間期
間においてｂ１およびｂ２を表すのに使用されることが可能である。巡回する意味を有す
る２ビットが、１６０ミリ秒サイクルにおける４つの４０ミリ秒時間期間のそれぞれなど
の、異なる時間期間においてｂｂ１、ｂｂ２、ｂｂ３、およびｂｂ４を表すのに使用され
ることが可能である。
【０２００】
　ＷＴＲＵが、それらの意味を変化させないことが可能な、ＰＢＣＨにおけるビットから
ＳＦＮの値を決定することが可能である。１または複数のビットが、ＰＢＣＨに含められ
て、フレームがカウントされることが可能であり、かつ、信号が反復されることおよび／
または変更されることが可能である時間のウインドウを増大させることが可能である。追
加される１ビットまたは複数のビットと組み合わされたＳＦＮは、ロングＳＦＮまたはＬ
ＳＦＮと呼ばれることが可能である。ＬＳＦＮは、本明細書における実施形態においてＳ
ＦＮに取って代わり、それでも、本発明と合致していることが可能である。ＷＴＲＵは、
ＳＦＮまたはＬＳＦＮの値を使用して、サブフレームにおけるＰＢＣＨビットの意味を決
定することが可能である。
【０２０１】
　別の例において、ＰＢＣＨにおいてセルによって伝送されることが可能なビットは、セ
ルの１または複数の機能もしくは能力を識別することが可能であり、および／または、Ｃ
Ｅ－ＳＩＢ（例えば、ＣＥ－ＳＩＢ１）、ＭＴＣ－ＳＩＢ（例えば、ＭＴＣ－ＳＩＢ１）
、またはＥＰＤＣＣＨ共通探索空間（ＣＳＳ）などの、セルからの別の伝送を受信するの
にＷＴＲＵによって使用されることまたは必要とされることが可能なパラメータの部分（
例えば、セグメント）またはパラメータのセットを示すことが可能である。１または複数
のＰＢＣＨビットは、異なる時間において異なる意味を有することが可能であり、ここで
、異なる意味は、セルのまたはその他の伝送のパラメータの異なる部分（例えば、セグメ
ント）またはパラメータのセットであることが可能である。セルが、異なる時間において
異なる意味を有する１または複数のＰＢＣＨビットを送信して、セルのまたはその他の伝
送のパラメータの異なる部分またはパラメータのセットを伝えることが可能である。ＷＴ
ＲＵが、異なる時間において異なる意味を有するＰＢＣＨビットを受信して、セルのおよ
び／または他の伝送のパラメータの異なる部分またはパラメータのセットを得ることが可
能である。ＷＴＲＵは、パラメータの部分またはパラメータのセットを組み合わせて（例
えば、再組立てして、または連結して）、パラメータまたはパラメータのセットの値を決
定することが可能である。ＷＴＲＵは、他の伝送を監視すること、受信すること、受信お
よび／または復号するのに成功することのうちの少なくとも１つにこれらのパラメータの
うちの１または複数を使用することが可能である。ＷＴＲＵは、これらのパラメータのう
ちの１または複数を使用して、セルの機能または能力を決定することが可能である。部分
およびセグメントという用語は、本明細書において互換的に使用されることが可能である
。
【０２０２】
　物理レイヤセグメント化および／または再組立て（例えば、セグメントの）が、セルお
よび／またはＷＴＲＵによって使用されることが可能である。Ｔビットが、セルまたは伝
送のパラメータまたはパラメータのセットを表すことが可能である。Ｔビットは、ビット
の少なくとも２つのセットにセグメント化されることが可能である。セグメントのうちの
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いくつかまたはすべては、等しい数のビットを有することが可能である。セグメントは、
例えば、Ｔがセグメントの数で割り切れない場合、より少ないビットを有することが可能
である。Ｔが、セグメントの数で割り切れない場合、すべてのセグメントが同一の数のビ
ットを有することができるようにすることが可能なパディングが、１または複数の（例え
ば、最後の）セグメントにおいて使用される（例えば、０）ことが可能である。Ｎセグメ
ントに関して、各セグメントは、ＳＢ＝Ｔ／Ｎビットを含むことが可能である。例えば、
Ｔ＝２０であり、かつ、Ｎ＝４である場合、ＳＢ＝５である。２０ビットは、４つのＰＢ
ＣＨ伝送のそれぞれにおいて、例えば、連続する４つのＰＢＣＨ伝送期間のそれぞれにお
いて５ビットとして伝送されることが可能である。セグメント当たりのＳＢビットに関し
て、Ｎは、ＣＥＩＬ［Ｔ／ＳＢ］と等しいことが可能である。Ｎが２の累乗ではない場合
、１または複数のＰＢＣＨ伝送は、セグメントビットを含まないことが可能であり、また
は、セグメントビットの代わりにパディング（例えば、０）を含むことが可能である。Ｔ
がＳＢの倍数ではない場合、少なくとも１つのセグメントは、１または複数のパディング
ビットを含むことが可能である。例えば、Ｔ＝２０であり、かつ、ＳＢ＝３である場合、
Ｎ＝７である。２０ビットが、８のＰＢＣＨ伝送のそれぞれにおいて３ビットとして伝送
され、ここで、その伝送のうちの６つが、３パラメータビットを含むことが可能である場
合、１つの伝送は、２パラメータビットを含むことが可能であり、１つの伝送は、パラメ
ータビットを全く含まないことが可能である。パラメータビットが全く伝送されない場合
、パディングまたは０が使用されることが可能である。
【０２０３】
　ＷＴＲＵが、例えば、ＳＦＮに基づいて、いずれのセグメントビットをそれが受信する
ことが可能であるかを理解することが可能である。ＷＴＲＵは、十分な（例えば、すべて
の）セグメントビットを受信するまで待ってから、パラメータの値、または、パラメータ
のセットの値を決定することが可能である。
【０２０４】
　ＰＤの周期性を有するＮのセグメントのセットが、ＰＤごとに繰り返されることが可能
である。Ｎのセグメントのそれぞれが、ＰＤごとに繰り返されることが可能である。ＰＤ
ごとに、セグメントは、同一の値または異なる値（例えば、値がセルによって変更されて
いる場合）を有することが可能である。変化（または可能な変化）の周期性は、セグメン
ト周期性より長いことが可能であり、例えば、変化（または可能な変化）の周期性は、セ
グメント周期性の倍数であることが可能である。
【０２０５】
　ビットがどのようにセグメント化されるか、および、セグメントがいつ伝送されるか（
例えば、サブフレーム、フレーム、ＳＦＮ）は、事前定義されること、事前構成されるこ
と、および／または、ＷＴＲＵおよび／またはセルによって知られることまたは決定され
ることが可能である。
【０２０６】
（実施形態）
　１．システム情報を受信するワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための方法
であって、ＷＴＲＵがカバレッジ拡張（ＣＥ）モードにあるか、または、非ＣＥモードに
あるかを決定することを備える方法。
【０２０７】
　２．ＷＴＲＵがＣＥモードにあると決定されたという条件付きで、ＣＥシステム情報ブ
ロック（ＣＥ－ＳＩＢ）を、ＣＥ－ＳＩＢに関する知られているロケーションまたは少な
くとも１つの知られているパラメータのうちの少なくとも１つに基づいて、物理ダウンリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上で受信することをさらに備える実施形態１の方法。
【０２０８】
　３．物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）またはＣＥ－ＰＢＣＨを介して搬送さ
れるマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）から情報を得ることをさらに備える実施形態１または
２の方法。
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【０２０９】
　４．知られているロケーションを、ＰＢＣＨを介して搬送されるＭＩＢから得られた情
報に基づいて決定することをさらに備える実施形態３の方法。
【０２１０】
　５．知られているロケーションを、物理セルＩＤ、ダウンリンクシステム帯域幅、およ
びセル特有の参照信号（ＣＲＳ）ポートの番号のうちの少なくとも１つの関数として決定
することをさらに備える実施形態２～４のいずれか１つの方法。
【０２１１】
　６．ＣＥ－ＳＩＢに関する知られているロケーションまたは少なくとも１つの知られて
いるパラメータのうちの少なくとも１つは、ＭＩＢにおける１または複数のビットあるい
は確保されたビットから示される実施形態３～５のいずれか１つの方法。
【０２１２】
　７．知られているロケーションを、サブフレーム番号、無線フレーム番号、またはシス
テムフレーム番号（ＳＦＮ）のうちの少なくとも１つの関数として決定することをさらに
備える実施形態２～６のいずれか１つの方法。
【０２１３】
　８．ＣＥ－ＳＩＢに関する少なくとも１つの知られているパラメータは、トランスポー
トブロックサイズ（ＴＢＳ）候補のセットを含み、方法は、そのセットにおけるＴＢＳ候
補に関するブラインド復号試行を実行することをさらに備える実施形態２～７のいずれか
１つの方法。
【０２１４】
　９．ＴＢＳ候補のセットは、ＴＢＳ候補のサブセットである実施形態８の方法。
【０２１５】
　１０．ＷＴＲＵが非ＣＥモードにあると決定されたという条件付きで、非ＣＥ　ＳＩＢ
を、関連付けられた物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上で受信された情報に
基づいて、ＰＤＳＣＨ上で受信することをさらに備える実施形態１～９のいずれか１つの
方法。
【０２１６】
　１１．ＣＥ－ＳＩＢは、非ＣＥ　ＳＩＢのうちの１つまたはサブセットを含む実施形態
２～１０のいずれか１つの方法。
【０２１７】
　１２．ＣＥ－ＳＩＢは、変更ウインドウ内でＷＴＲＵによって受信されるように繰り返
し利用可能にされる実施形態２～１１のいずれか１つの方法。
【０２１８】
　１３．ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）がカバレッジ拡張（ＣＥ）モードに
あるか、または、非ＣＥモードにあるかを決定するように構成されたプロセッサを備える
ＷＴＲＵ。
【０２１９】
　１４．プロセッサは、ＷＴＲＵがＣＥモードにあると決定されたという条件付きで、Ｃ
Ｅシステム情報ブロック（ＣＥ－ＳＩＢ）を、ＣＥ－ＳＩＢに関する知られているロケー
ションまたは少なくとも１つの知られているパラメータのうちの少なくとも１つに基づい
て、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上で受信するよう受信機を制御するよ
うにさらに構成される請求項１３のＷＴＲＵ。
【０２２０】
　１５．プロセッサは、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を介して搬送される
マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）から情報を得るようにさらに構成される実施形態１３また
は１４のＷＴＲＵ。
【０２２１】
　１６．プロセッサは、知られているロケーションを、ＰＢＣＨまたはＣＥ－ＰＢＣＨを
介して搬送されるＭＩＢから得られる情報に基づいて決定するようにさらに構成される実
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施形態１５のＷＴＲＵ。
【０２２２】
　１７．プロセッサは、知られているロケーションを、物理セルＩＤ、ダウンリンクシス
テム帯域幅、およびセル特有の参照信号（ＣＲＳ）ポートの番号のうちの少なくとも１つ
の関数として決定するようにさらに構成される実施形態１４～１６のいずれか１つのＷＴ
ＲＵ。
【０２２３】
　１８．ＣＥ－ＳＩＢに関する知られているロケーションまたは少なくとも１つの知られ
ているパラメータのうちの少なくとも１つは、ＭＩＢにおける１または複数のビットある
いは確保されたビットから示される実施形態１６または１７のＷＴＲＵ。
【０２２４】
　１９．プロセッサは、知られているロケーションを、サブフレーム番号、無線フレーム
番号、またはシステムフレーム番号（ＳＦＮ）のうちの少なくとも１つの関数として決定
するようにさらに構成される実施形態１４～１８のいずれか１つのＷＴＲＵ。
【０２２５】
　２０．ＣＥ－ＳＩＢに関する少なくとも１つの知られているパラメータは、トランスポ
ートブロックサイズ（ＴＢＳ）候補のセットを含み、方法は、そのセットにおけるＴＢＳ
候補に関するブラインド復号試行を実行することをさらに備える実施形態１４～１９のい
ずれか１つのＷＴＲＵ。
【０２２６】
　２１．ＴＢＳ候補のセットは、ＴＢＳ候補のサブセットである実施形態２０のＷＴＲＵ
。
【０２２７】
　２２．プロセッサは、ＷＴＲＵが非ＣＥモードにあると決定されたという条件付きで、
非ＣＥ　ＳＩＢを、関連付けられた物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上で受
信された情報に基づいて、ＰＤＳＣＨ上で受信するよう受信機を制御するようにさらに構
成される実施形態１３～２１のいずれか１つのＷＴＲＵ。
【０２２８】
　２３．ＣＥ－ＳＩＢは、非ＣＥ　ＳＩＢのうちの１つまたはサブセットを含む実施形態
１４～２２のいずれか１つのＷＴＲＵ。
【０２２９】
　２４．ＣＥ－ＳＩＢは、変更ウインドウ内でＷＴＲＵによって受信されるように繰り返
し利用可能にされる実施形態１４～２３のいずれか１つのＷＴＲＵ。
【０２３０】
　２５．無線周波数（ＲＦ）伝送を受信することおよび送信することを行うように構成さ
れた、受信機に通信可能に接続されたアンテナをさらに備える実施形態１４～２３のいず
れか１つのＷＴＲＵ。
【０２３１】
　２６．少なくとも１つのカバレッジ拡張モードＳＩＢ（ＣＥ－ＳＩＢ）と、複数の非Ｃ
Ｅ－ＳＩＢとを含む複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成するように構成された
プロセッサを備える基地局であって、少なくとも１つのＣＥ－ＳＩＢは、非ＣＥ－ＳＩＢ
のうちの１つまたはサブセットに包含されるシステム情報のいくつかまたはすべてを含む
基地局。
【０２３２】
　２７．１または複数の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上で少なくとも１
つのＣＥ－ＳＩＢおよび複数の非ＣＥ－ＳＩＢを伝送するように構成された送信機をさら
に備える実施形態２６の基地局。
【０２３３】
　２８．プロセッサは、少なくとも１つの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
上で、ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、複数の非ＣＥ－ＳＩＢを受信する
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信機を制御するようにさらに構成される実施形態２６または２７の基地局。
【０２３４】
　２９．プロセッサは、少なくとも１つのＰＤＳＣＨ上で少なくとも１つのＣＥ－ＳＩＢ
を伝送するよう送信機を制御するようにさらに構成され、その少なくとも１つのＣＥ－Ｓ
ＩＢを受信するためおよび復号するための情報は、ＰＤＣＣＨ上で提供されない実施形態
２６～２８の基地局。
【０２３５】
　３０．プロセッサは、変更ウインドウ内で少なくとも１つのＣＥ－ＳＩＢを繰り返し伝
送するよう送信機を制御するようにさらに構成される実施形態２６～２９のいずれか１つ
の基地局。
【０２３６】
　特徴および要素は、特定の組合せにおいて前段で説明されるものの、当業者は、各特徴
または各要素が、単独で、またはその他の特徴および要素と任意の組合せで使用され得る
ことを認識する。さらに、本明細書において説明される方法は、コンピュータまたはプロ
セッサによって実行されるようにコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプロ
グラム、ソフトウェア、またはファームウェアにおいて実施されることが可能である。コ
ンピュータ可読媒体の例は、電子信号（有線接続またはワイヤレス接続を介して伝送され
る）およびコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読取り
専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモ
リ、半導体メモリデバイス、内部ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気
媒体、光磁気媒体、およびＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタルバーサタイルディスク（
ＤＶＤ）などの光媒体を含むが、以上には限定されない。ソフトウェアに関連するプロセ
ッサが、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末装置、基地局、ＲＮＣ、および任意のホストコンピュータ
において使用されるように無線周波数トランシーバを実施するのに使用されることが可能
である。
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